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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長手方向軸を囲む液体出口と、
　前記液体出口から離れる方へ延びている外面と、
　前記長手方向軸を通る中心線面と、
　前記長手方向軸及び前記中心線面に直交して画定された取り付け面と、を含み、
　前記外面は、前記中心線面から離れる方へ延びかつ前記取り付け面と概ね平行である保
持特徴部を含み、前記保持特徴部が、前記取り付け面に対して鋭角に配設された軸方向保
持面を含み、それによって、前記軸方向保持面と前記外面との間にトラッピング領域が形
成された、スプレーガンの収容容器構成部品と、
　前記スプレーガンの収容容器構成部品の前記保持特徴部と相補的なコネクタ構造を有す
るスプレーガン側コネクタ構造と、
を有する、コネクタシステム。
【請求項２】
　前記保持特徴部が前記外面内で凹んでいる、請求項１に記載のコネクタシステム。
【請求項３】
　前記保持特徴部が前記外面から突出している、請求項１に記載のコネクタシステム。
【請求項４】
　保持特徴部の角度αが、前記中心線面と前記保持特徴部の停止面との間で画定され、更
に前記保持特徴部の角度αが９０°以上である、請求項１～３のいずれか一項に記載のコ
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ネクタシステム。
【請求項５】
　前記停止面が、前記保持特徴部の角度αの範囲内で接近可能であり、かつ、概ね前記取
り付け面に沿って画定された収納方向から接近可能である、請求項４に記載のコネクタシ
ステム。
【請求項６】
　液体スプレーガンの取り付け箇所で対応する支え面と係合するように、前記取り付け面
に沿った前記外面に形成された支え面を更に含み、前記支え面が前記保持特徴部を含む、
請求項１～５のいずれか一項に記載のコネクタシステム。
【請求項７】
　前記保持特徴部が前記支え面内で凹んでいる、請求項６に記載のコネクタシステム。
【請求項８】
　前記保持特徴部が前記支え面から突出している、請求項６に記載のコネクタシステム。
【請求項９】
　前記軸方向保持面が停止面として働く、請求項１に記載のコネクタシステム。
【請求項１０】
　前記液体出口が、前記外面から突出した流れ口に形成された、請求項１～９のいずれか
一項に記載のコネクタシステム。
【請求項１１】
　前記液体出口が前記外面内で凹んでいる、請求項１～９のいずれか一項に記載のコネク
タシステム。
【請求項１２】
　長手方向軸を囲む液体出口と、前記液体出口から離れる方へ延びている外面と、前記長
手方向軸を通る中心線面と、前記中心軸及び前記中心線面に直交して画定された取り付け
面とを含み、前記外面は、前記中心線面から離れる方へ延びかつ前記取り付け面に概ね平
行である保持特徴部を含み、前記保持特徴部が、前記取り付け面に対して鋭角に配設され
た軸方向保持面を含み、それによって、前記軸方向保持面と前記外面との間にトラッピン
グ領域が形成された、スプレーガンの収容容器構成部品を製造する方法であって、
　前記スプレーガンの収容容器構成部品の形状を有するキャビティを共同で画定する第１
及び第２の工具構成部品を含む、プラスチック射出成形工具を準備することと、
　前記キャビティの中に溶融プラスチックを射出して、前記スプレーガンの収容容器構成
部品を形成することと、
　前記第１及び第２の工具構成部品を互いに相対的にスライドさせて、前記第１の工具構
成部品と前記第２の工具構成部品とを分離し、前記スプレーガンの収容容器構成部品を取
り出すことと、を含み、
　前記スライドさせるステップは、前記第１及び第２の工具構成部品を、前記保持特徴部
と位置合わせされたスライド工具経路に沿って操作することを含む、方法。
【請求項１３】
　前記保持特徴部が、前記外面に形成されたアンダーカットによって画定された、請求項
１２に記載の方法。
【請求項１４】
　請求項１に記載のコネクタシステムに用いられる、スプレーガンの収容容器構成部品。
【請求項１５】
　請求項１に記載のコネクタシステムに用いられる、スプレーガン側コネクタ構造を有す
るアダプタ。
【請求項１６】
　請求項１に記載のコネクタシステムに用いられる、スプレーガン側コネクタ構造を有す
るスプレーガン。
【請求項１７】
　請求項１４に記載のスプレーガンの収容容器構成部品を、請求項１５に記載のアダプタ
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又は請求項１６に記載のスプレーガンに取り付ける方法であって、
　前記スプレーガンの収容容器構成部品の長手方向軸を、前記アダプタ又は前記スプレー
ガンの中心軸に位置合わせすることと、
　前記スプレーガンの収容容器構成部品の保持特徴部を、前記アダプタ又は前記スプレー
ガンの保持特徴部に係合させることと
　を含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　本開示は、スプレーガンなどの液体スプレー装置に関する。より詳細には、スプレーガ
ンと、スプレーされる液体を収容する収容容器との間の接続部に関する。
【０００２】
　スプレーガンは、事故後に補修された車両に再スプレーする際に車体補修店で広く使用
される。公知のスプレーガンでは、液体は、スプレーノズルに液体を供給するガンに取り
付けられた収容容器内に収容される。スプレーノズルから出る時に液体は霧化され、ノズ
ルに供給される圧縮空気を伴ってスプレーを形成する。液体は重力供給又は吸引供給され
、より最近では、スプレーガンへの圧縮空気ライン又はスプレーガン自身から、収容容器
へのエアブリードラインにより圧力供給されることもある。
【発明の概要】
【０００３】
　従来、液体は、スプレーガンに取り外し可能に装着された硬質収容容器、又はポットに
収容される。このようにすると、清掃や交換のためにポットを取り外すことができる。以
前は、ポットは空の状態でガンに固定され、取り外し可能な蓋が設けられて、それによっ
てガンに取り付けられたまま、ポットに所望の液体を加えることができた。スプレーが終
了すると、ポットを取り外すことができ、ガン及びポットは再利用のために洗浄できる。
【０００４】
　更に最近では、塗装者が塗料の混合を減らすことを可能にし、ガン洗浄に要する技術者
の時間の大幅な減少を可能にする、収容容器組立体が開発されている。ミネソタ州セント
ポールの３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ社から入手可能なＰＰＳ（登録商標）塗料調整システムは
、従来の混合カップ及び塗料ストレーナの必要性を排除する収容容器を提供している。Ｐ
ＰＳ（登録商標）塗料調整システムの収容容器は、再使用可能な外側容器又はカップ、上
部が開口しているライナー、及び蓋を含む。ライナーは外側容器に嵌め込まれ、スプレー
される塗料（又は他の液体）はライナー内に収容される。蓋はライナーに組み付けられ、
収容された塗料を搬送する流れ口又は導管を提供する。使用時には、塗料を引き出しなが
らライナーが潰れ、スプレー後にライナー及び蓋を取り外すことができ、新しい清潔なラ
イナー及び蓋を、スプレーガンの次回の使用に利用することができる。その結果、必要な
洗浄量を大幅に低減し、スプレーガンに異なる塗料（又は他のスプレー可能なコーティン
グ）を簡単な方法で容易に適用できるようになる。
【０００５】
　正確な形態にかかわらず、収容容器又はポットは、スプレーガンへの取り外し可能な組
み付け又は取り付けを容易にする、１つ以上の接続特徴部を組み込む。多くの例では、ス
プレーガン及び収容容器は連係するよう設計され、収容容器のスプレーガンへの直接の組
み付けを促進する相補的な接続形態を提供する。他の例では、収容容器とスプレーガンと
の間にアダプタが使用される。アダプタは、スプレーガン入口に適合する一端における第
１の接続形態と、収容容器出口に適合する反対端における第２の接続形態とを有する。ね
じ式の接続形態が、通常使用される。例えば、その全体の教示が参照によって本明細書に
組み込まれる、米国特許出願公開第２０１３／０２２１１３０号に記載されるような、バ
ヨネット型構成を用いる、解放可能なクイックフィット接続など他の接続形態も提案され
ている。バヨネット型構成は、収容容器を接続／接続解除するために、収容容器の１回転
未満の回転を必要とする、押して捩じる動作により係合可能である。収容容器の偶発的な
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解除の可能性を最小にするか、又は収容容器とスプレーガンとの間に流体密シールを減ら
すために、その全体の教示が参照によって本明細書に組み込まれる米国特許第７，０８３
，１１９号に記載されるような、セキュリティクリップを相補的接続形態に組み込むこと
が更に提案されている。これら及び他の接続形態は、収容容器とスプレーガンとの間の取
り外し可能な接続の容易性及び信頼性を向上させる一方、改善の余地が残る。
【０００６】
　本開示の発明者らは、上述した課題のうちの１つ以上を克服する、収容容器構成部品及
びスプレーガンの収容容器接続システムに対する必要性を認識した。
【０００７】
　本開示のいくつかの態様は、スプレーガンの収容容器構成部品を対象とする。スプレー
ガンの収容容器構成部品は、液体出口及び外面を含み、中心線面及び取り付け面を画定す
る。液体出口は、長手方向軸を囲む。外面は、液体出口から離れる方へ延びる。中心線面
は、長手方向軸を通る。取り付け面は、長手方向軸及び中心線面に直交して画定される。
外面は、中心線面から離れる方へ延びかつ取り付け面に対して概ね平行な保持特徴部を更
に含む。いくつかの実施形態において、スプレーガンの収容容器構成部品は、取り付け面
に沿った外面に形成された支え面を更に含み、液体スプレーガンの取り付け箇所で対応す
る支え面と係合し、支え面は保持特徴部を含む。
【０００８】
　本開示の他の態様は、スプレーガンの収容容器コネクタシステムを対象とする。このシ
ステムは、収容容器と、スプレーガン入口と、第１のコネクタ形態及び第２コネクタ形態
とを含む。第１のコネクタ形態は、収容容器及びスプレーガン入口のうちの一方に提供さ
れ、第２のコネクタ形態は、収容容器及びスプレーガン入口のうちの他方に提供される。
第１のコネクタ形態は、少なくとも１つのアンダーカットと、少なくとも１つの接触面と
を含む。接触面は、傾斜領域を画定する。第２のコネクタ形態は、少なくとも１つのアン
ダーカットと、少なくとも１つの接触面とを含む。接触面は、傾斜部を画定する。コネク
タ形態は相補的構造を有し、それによって、スプレーガン入口に対して収容容器を共通の
長手方向軸を中心に位置合わせ及び回転させる際に、傾斜領域と傾斜部との境界面が、収
容容器とスプレーガン入口との、長手方向軸の方向の相対的な空間的関係を変更する。収
容容器が回転されてスプレーガン入口に付けられる（及び／又はその逆）と、傾斜した面
（すなわち、傾斜領域及び傾斜部）が、蓋のアンダーカット特徴部を、嵌合するアンダー
カット特徴部スプレーガン入口に導く。嵌合関係は、収容容器とスプレーガン入口の互い
に対する保持をもたらし、収容容器の、長手方向軸に垂直な軸におけるスプレーガン入口
上での安定性を提供する。他の実施形態において、コネクタ形態は、収容容器とスプレー
ガン入口とを相対的に、選択的にロックする、１つ以上の追加の保持特徴部を更に含む。
【０００９】
　本開示の他の態様は、スプレーガンへ送達するための液体の供給部を含む収容容器の、
収容容器構成部品を対象とする。収容容器構成部品は、上述の第１のコネクタ形態を含む
。いくつかの実施形態において、収容容器構成部品はプラスチック射出成形部品であり、
アンダーカットは、収容容器構成部品を生成するために用いられる射出成形工具の工具ス
ライド軸に、位置合わせされる。他の実施形態において、収容容器構成部品は蓋である。
【００１０】
　本開示の更に他の態様は、液体の収容容器をスプレーガンの内部スプレー導管に流体接
続するための、スプレーガン入口を対象とする。スプレーガン入口は、上述の第２のコネ
クタ形態を含む。いくつかの実施形態において、スプレーガン入口は、スプレーガンと一
体形成される。他の実施形態において、スプレーガン入口は、アダプタの一部として設け
られる。
【００１１】
　本開示の更に他の態様は、以下を対象とする。
【００１２】
　実施形態１
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　長手方向軸を囲む液体出口と、
　液体出口から離れる方へ延びている外面と、
　長手方向軸を通る中央線面と、
　長手方向軸及び中心線面に直交して画定された取り付け面とを含み、
　外面は、中心線面から離れる方へ延びかつ取り付け面に対して概ね平行である保持特徴
部を含む、スプレーガンの収容容器構成部品。
【００１３】
　実施形態２
　保持特徴部が、外面内で凹んでいる、実施形態１に記載のスプレーガンの収容容器構成
部品。
【００１４】
　実施形態３
　保持特徴部が外面から突出している、実施形態１に記載のスプレーガンの収容容器構成
部品。
【００１５】
　実施形態４
　保持特徴部の角度αが、中心線面と保持特徴部の停止面との間で画定され、更に保持特
徴部の角度αが９０°以上である、実施形態１～３のいずれか一項に記載のスプレーガン
の収容容器構成部品。
【００１６】
　実施形態５
　停止面が、保持特徴部の角度αの範囲内で接近可能であり、かつ、概ね取り付け面に沿
って画定された収納方向から接近可能である、実施形態４に記載のスプレーガンの収容容
器構成部品。
【００１７】
　実施形態６
　液体スプレーガンの取り付け箇所で対応する支え面に係合するように、取り付け面に沿
った外面に形成された支え面を更に含み、支え面は保持特徴部を含む、実施形態１～５の
いずれか一項に記載のスプレーガンの収容容器構成部品。
【００１８】
　実施形態７
　保持特徴部が支え面内で凹んでいる、実施形態６に記載のスプレーガンの収容容器構成
部品。
【００１９】
　実施形態８
　保持特徴部が支え面から突出している、実施形態６に記載のスプレーガンの収容容器構
成部品。
【００２０】
　実施形態９
　保持特徴部が、取り付け面に対して鋭角に配設された軸方向保持面を含み、それによっ
て軸方向保持面と外面との間にトラッピング領域が形成された、実施形態１～８のいずれ
か一項に記載のスプレーガンの収容容器構成部品。
【００２１】
　実施形態１０
　軸方向保持面が停止面として働く、実施形態９に記載のスプレーガンの収容容器構成部
品。
【００２２】
　実施形態１１
　液体出口が、外面から突出する流れ口に形成された、実施形態１～１０のいずれか一項
に記載のスプレーガンの収容容器構成部品。
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【００２３】
　実施形態１２
　液体出口が外面内で凹んでいる、実施形態１～１０のいずれか一項に記載のスプレーガ
ンの収容容器構成部品。
【００２４】
　実施形態１３
　長手方向軸を囲む液体出口と、液体出口から離れる方へ延びている外面と、長手方向軸
を通る中心線面と、中心軸及び中心線面に直交して画定された取り付け面とを含み、外面
が中心線面から離れるように延びかつ取り付け面に対して概ね平行である保持特徴部を備
える、スプレーガンの収容容器構成部品を製造する方法であって、
　スプレーガンの収容容器構成部品の形状を有するキャビティを共同で画定する第１及び
第２の工具構成部品を含むプラスチック射出成形工具を準備することと、
　キャビティの中に溶融プラスチックを射出して、スプレーガンの収容容器構成部品を形
成することと、
　第１及び第２の工具構成部品を互いに相対的にスライドさせて、第１の工具構成部品と
第２の工具構成部品とを分離し、スプレーガンの収容容器構成部品を取り出すこととを含
み、
　スライドさせるステップは、第１及び第２の工具構成部品を、保持特徴部と位置合わせ
されたスライド工具経路に沿って操作することを含む、方法。
【００２５】
　実施形態１４
　保持特徴部が、外面に形成されたアンダーカットによって画定された、実施形態１３に
記載の方法。
【００２６】
　実施形態１５
　液体の供給部を含む収容容器を、スプレーガンの内部スプレー導管に選択的に流体接続
させるためのスプレーガン入口であって、
　中心軸を囲む管状部材と、
　管状部材から離れる方へ延びているフランジと、
　中心軸を通る中心線面と、
　中心軸及び中心線面に直交して画定された取り付け面とを含み、
　フランジは、中心線面から離れる方へ延びかつ取り付け面に対して概ね平行な保持特徴
部を備える、スプレーガン入口。
【００２７】
　実施形態１６
　着脱可能なアダプタに設けられた、実施形態１５に記載のスプレーガン入口。
【００２８】
　実施形態１７
　スプレーガンと一体である、実施形態１５に記載のスプレーガン入口。
【００２９】
　実施形態１８
　実施形態１～１２のいずれか一項に記載のスプレーガンの収容容器構成部品を、実施形
態１５～１７のいずれか一項に記載のスプレーガン入口に取り付ける方法であって、
　スプレーガンの収容容器構成部品の長手方向軸を、スプレーガン入口の中心軸に位置合
わせすることと、
　スプレーガンの収容容器構成部品の保持特徴部を、スプレーガン入口の保持特徴部に係
合させることとを含む、方法。
【００３０】
　実施形態１９
　収容容器と、
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　スプレーガン入口と、
　収容容器及びスプレーガン入口のうちの一方に設けられ、第１のアンダーカット及び第
１の接触面を含む第１のコネクタ構造を有し、第１の接触面は傾斜領域を画定する、第１
のコネクタ形態と、
　収容容器及びスプレーガン入口の内の他方に設けられ、第１のアンダーカット及び第１
の接触面を含む第２のコネクタ構造を有し、第１の接触面は傾斜部を画定する、第２のコ
ネクタ形態とを備え、
　各コネクタ形態は相補的構造を有し、それによって、スプレーガン入口に対して収容容
器を共通の長手方向軸を中心に位置合わせする際に、収容容器とスプレーガンとが相対的
に回転すると、傾斜領域と傾斜部との境界面が、収容容器とスプレーガンとの、長手方向
軸の方向の相対的な空間的関係を変更する、スプレーガンの収容容器コネクタシステム。
【００３１】
　実施形態２０
　第１及び第２のコネクタ形態が、ロック状態を選択的にもたらすように構成され、ロッ
ク状態では、第１のコネクタ構造の第１のアンダーカットが第２のコネクタ構造の第１の
アンダーカットと位置合わせされる、実施形態１９に記載のコネクタシステム。
【００３２】
　実施形態２１
　第１及び第２のコネクタ構造が、収容容器及びスプレーガン入口の長手方向軸を中心と
して相対的に回転する際に、ロック状態を実現するように構成された、実施形態２０に記
載のコネクタシステム。
【００３３】
　実施形態２２
　第１のコネクタ構造の第１のアンダーカットが肩部を画定し、更に第２のコネクタ構造
の第１のアンダーカットが指部を画定し、更にロック状態が、肩部が指部に当接すること
を含む、実施形態２０に記載のコネクタシステム。
【００３４】
　実施形態２３
　接触面が誘導領域を更に含む、実施形態１９～２２のいずれか一項に記載のコネクタシ
ステム。
【００３５】
　実施形態２４
　誘導領域の主面が、長手方向軸に対して実質的に垂直である、実施形態２３に記載のコ
ネクタシステム。
【００３６】
　実施形態２５
　傾斜領域の主面が、誘導領域の主面に直交する、実施形態２４に記載のコネクタシステ
ム。
【００３７】
　実施形態２６
　傾斜領域の外形が、螺旋形状の一部を画定する、実施形態２４に記載のコネクタシステ
ム。
【００３８】
　実施形態２７
　収容容器が、流れ口を有する液体出口を更に含み、更に、収容容器に関連付けられたコ
ネクタ形態が流れ口の外側で径方向に間隔をあけられた、実施形態１９～２６のいずれか
一項に記載のコネクタシステム。
【００３９】
　実施形態２８
　スプレーガン入口が、スプレーガンを接続するようになっているアダプタ上にある、実
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施形態１９～２７のいずれか一項に記載のコネクタシステム。
【００４０】
　実施形態２９
　アダプタが、管状部材及びスプレーガン入口ポートに接続するように構成されたコネク
タ特徴部を更に含む、実施形態２８に記載のコネクタシステム。
【００４１】
　実施形態３０
　スプレーガン入口がスプレーガンと一体である、実施形態１９～２９のいずれか一項に
記載のコネクタシステム。
【００４２】
　実施形態３１
　第１のコネクタ形態が第１の保持部材を更に含み、更に、第２のコネクタ形態が第１の
ロック構造を更に含む、実施形態１９～３０のいずれか一項に記載のコネクタシステム。
【００４３】
　実施形態３２
　第１の保持部材及び第１のロック構造が、収容容器とスプレーガン入口とが長手方向軸
を中心に互いに相対的に回転する際に、第１の保持部材が第１のロック構造に選択的に係
合するように構成された、実施形態３１に記載のコネクタシステム。
【００４４】
　実施形態３３
　第１の保持部材が、第１のコネクタ形態の第１のアンダーカットから周方向にオフセッ
トされた、実施形態３２に記載のコネクタシステム。
【００４５】
　実施形態３４
　第１の保持部材が接触面と位置合わせされた、実施形態３３に記載のコネクタシステム
。
【００４６】
　実施形態３５
　第１及び第２のコネクタ構造が、各々複数のアンダーカットを含む、実施形態１９～３
４のいずれか一項に記載のコネクタシステム。
【００４７】
　実施形態３６
　第１のコネクタ構造が、第２のアンダーカット及び第２の接触面を更に含む、実施形態
１９～３５のいずれか一項に記載のコネクタシステム。
【００４８】
　実施形態３７
　第１及び第２の接触面が同一である、実施形態３６に記載のコネクタシステム。
【００４９】
　実施形態３８
　第２の接触面の外形が第１の接触面の外形と異なる、実施形態３６に記載のコネクタシ
ステム。
【００５０】
　実施形態３９
　第１のコネクタ構造の第１及び第２のアンダーカットが、互いから周方向にオフセット
された、実施形態３６に記載のコネクタシステム。
【００５１】
　実施形態４０
　第１のコネクタ形態が、収容容器構成部品の一部として設けられた、実施形態１９～３
９のいずれか一項に記載のコネクタシステム。
【００５２】
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　実施形態４１
　構成部品がプラスチック射出成形された部品であり、更に第１のコネクタ形態の第１の
アンダーカットが、構成部品を生成するために利用される射出成形工具のスライド工具経
路と位置合わせされた、実施形態４０に記載のコネクタシステム。
【００５３】
　実施形態４２
　構成部品が蓋である、実施形態４０に記載のコネクタシステム。
【００５４】
　実施形態４３
　第１及び第２のコネクタ構造が、収容容器をスプレーガン入口に組み付ける際に、収容
容器及びスプレーガン入口をロックに対して安定させるように構成された、実施形態１９
～４２のいずれか一項に記載のコネクタシステム。
【００５５】
　実施形態４４
　液体の供給部を含むスプレーガンの収容容器の一部として設けられた、収容容器構成部
品であって、
　第１のアンダーカット及び第１の接触面を含むコネクタ構造を有し、第１の接触面は傾
斜領域を画定して、更に第１のアンダーカットは傾斜領域の端部に形成された、コネクタ
形態を含み、
　コネクタ構造は、境界面をスプレーガン入口の相補的なコネクタ構造と嵌合させるよう
に構成された、収容容器構成部品。
【００５６】
　実施形態４５
　収容容器構成部品の形状が長手方向軸を画定し、更に傾斜領域の主面が長手方向軸に対
して斜めである、実施形態４４に記載の収容容器構成部品。
【００５７】
　実施形態４６
　傾斜領域の外形が螺旋の一部を画定する、実施形態４５に記載の収容容器構成部品。
【００５８】
　実施形態４７
　第１の接触面が、第１のアンダーカットの反対側にある傾斜領域から延びた誘導領域を
更に画定し、更に、誘導領域の主面が、傾斜領域の主面とは非同一平面上にある、実施形
態４５に記載の収容容器構成部品。
【００５９】
　実施形態４８
　誘導領域の主面が、長手方向軸に対して実質的に垂直である、実施形態４７に記載の収
容容器構成部品。
【００６０】
　実施形態４９
　コネクタ形態が、第２のアンダーカット及び第２の接触面を更に含む、実施形態４４～
４８のいずれか一項に記載の収容容器構成部品。
【００６１】
　実施形態５０
　第２アンダーカットが第１アンダーカットから周方向にオフセットされた、実施形態４
９に記載の収容容器構成部品。
【００６２】
　実施形態５１
　第２のアンダーカットが第２の接触面の端部に形成された、実施形態４９に記載の収容
容器構成部品。
【００６３】
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　実施形態５２
　第２のアンダーカットが第１のアンダーカットの反対側の第１の接触面の端部に形成さ
れた、実施形態４９記載の収容容器構成部品。
【００６４】
　実施形態５３
　第１の接触面の外形が第２の接触面の外形と異なる、実施形態４９に記載の収容容器構
成部品。
【００６５】
　実施形態５４
　第２の接触面が傾斜領域を含む、実施形態４９に記載の収容容器構成部品。
【００６６】
　実施形態５５
　第１及び第２の接触面が同一の外形を有する、実施形態５４に記載の収容容器構成部品
。
【００６７】
　実施形態５６
　コネクタ形態が、コネクタ構造から離れた少なくとも１つの保持部材を更に含み、スプ
レーガン入口に設けられた相補的なロック構造と選択的にロックするように構成された、
実施形態４４～５５のいずれか一項に記載の収容容器構成部品。
【００６８】
　実施形態５７
　収容容器構成部品が、プラスチック射出成形された部品であり、更に第１のアンダーカ
ットが、構成部品を生成するために利用される射出成形工具のスライド工具経路と位置合
わせされた、実施形態４４～５６のいずれか一項に記載の収容容器構成部品。
【００６９】
　実施形態５８
　収容容器構成部品が蓋である、実施形態４４～５７のいずれか一項に記載の収容容器構
成部品。
【００７０】
　実施形態５９
　スプレーガンの内部スプレー導管への液体の供給部を含む収容容器を、選択的に流体接
続するためのスプレーガン入口であって、
　第１のアンダーカット及び第１の接触面を含むコネクタ構造を有し、第１の接触面は傾
斜部を画定し、更に第１のアンダーカットは傾斜部の端部に形成された、コネクタ形態を
含み、
　コネクタ構造は、境界面がスプレーガンの収容容器の相補的なコネクタ構造と嵌合する
ように構成された、スプレーガン入口。
【００７１】
　実施形態６０
　スプレーガン入口の形状が中心軸を画定し、更に傾斜部の主面が中心軸に対して斜めで
ある、実施形態５９に記載のスプレーガン入口。
【００７２】
　実施形態６１
　傾斜部の外形が螺旋の一部を画定する、実施形態６０に記載のスプレーガン入口。
【００７３】
　実施形態６２
　第１の接触面が、傾斜部から第１のアンダーカットの反対側に延びている誘導部を更に
画定し、更に、誘導部の主面が傾斜部の主面とは非同一平面上にある、実施形態６０に記
載のスプレーガン入口。
【００７４】
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　実施形態６３
　誘導部の主面が中心軸に対して実質的に垂直である、実施形態６２に記載のスプレーガ
ン入口。
【００７５】
　実施形態６４
　コネクタ形態が、第２のアンダーカット及び第２の接触面を更に含む、実施形態５９～
６３のいずれか一項に記載のスプレーガン入口。
【００７６】
　実施形態６５
　第２のアンダーカットが第１のアンダーカットから周方向にオフセットされた、実施形
態６４に記載のスプレーガン入口。
【００７７】
　実施形態６６
　第２のアンダーカットが第２の接触面の端部に形成された、実施形態６４に記載のスプ
レーガン入口。
【００７８】
　実施形態６７
　第２のアンダーカットが、第１のアンダーカットの反対側の、第１の接触面の端部に形
成された、実施形態６４に記載のスプレーガン入口。
【００７９】
　実施形態６８
　第１の接触面の外形が第２の接触面の外形と異なる、実施形態６４に記載のスプレーガ
ン入口。
【００８０】
　実施形態６９
　第２の接触面が傾斜領域を含む、実施形態６４に記載のスプレーガン入口。
【００８１】
　実施形態７０
　第１及び第２の接触面が同一の外形を有する、実施形態６９に記載のスプレーガン入口
。
【００８２】
　実施形態７１
　コネクタ形態が、コネクタ構造から離れた少なくとも１つのロック構造を更に含み、収
容容器に設けられた相補的な保持部材と選択的にロックするように構成された、実施形態
５９～７０のいずれか一項に記載のスプレーガン入口。
【００８３】
　実施形態７２
　スプレーガン入口が、スプレーガンに接続するようになっているアダプタ上にある、実
施形態５９～７１のいずれか一項に記載のスプレーガン入口。
【００８４】
　実施形態７３
　アダプタが、管状部材及びスプレーガン入口ポートに接続するように構成されたコネク
タ特徴部を更に含む、実施形態７２のスプレーガン入口。
【００８５】
　実施形態７４
　スプレーガン入口がスプレーガンと一体である、実施形態５９～７３のいずれか一項に
記載のスプレーガン入口。
【００８６】
　本開示のコネクタシステムは、収容容器をスプレーガンに簡単かつ迅速に（直接スプレ
ーガンに、又はスプレーガンに装着されるアダプタに）装着する（及び取り外す）のを容
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易にする。相補的なコネクタ形態同士は位置合わせされ、次に互いに相対的に回転してロ
ックされて、液体をシールする接続を実現する（いくつかの実施形態において、液体シー
ルは回転させる前に実現され得ることを理解されたい）。
【００８７】
　本明細書で使用される場合、「液体」という用語は、材料の特性及び／又は意図される
用途によって霧化形態又は非霧化形態で適用されてよい、（制限なく）塗料、プライマー
、ベースコート、ラッカー、ワニス、及び同様の塗料のような材料、並びに接着剤、シー
ラー、充填剤、パテ、粉末コーティング、発破用粉末、研磨剤スラリー、離型剤、及び鋳
物包帯剤等の他の材料を含む、スプレーガンを使用して表面に適用することができる、流
動性を有する材料（それらが表面に色を付けることを意図されるか否かに関わらず）の全
ての形態を指し、「液体」という用語は、適宜に解釈される。
【図面の簡単な説明】
【００８８】
【図１】スプレーガン及び収容容器を含むスプレーガン組立体の、簡易斜視図である。
【図２】本開示の原理による接続形態を組み込んだ収容容器の、分解組立図である。
【図３】相補的な接続形態を含む、本開示の原理によるスプレーガンの収容容器コネクタ
システムの一部の斜視図である。
【図４Ａ】図３の収容容器の蓋部分の斜視図である。
【図４Ｂ】図４Ａの蓋の断面図である。
【図５Ａ】図４Ａの蓋の上面図である。
【図５Ｂ】図４Ａの蓋の正面図である。
【図５Ｃ】図４Ａの蓋の側面図である。
【図６】線６－６に沿った、図５Ａの蓋の一部分の拡大断面図である。
【図７】図４Ａの蓋の接続形態と相補的な接続形態を含む、本開示のコネクタシステムで
有用なアダプタの斜視図である。
【図８Ａ】図７のアダプタの正面図である。
【図８Ｂ】図７のアダプタの側面図である。
【図８Ｃ】図７のアダプタの底面図である。
【図８Ｄ】８Ｄ－８Ｄ線に沿った、図８Ｃのアダプタの断面図である。
【図９】図４Ａの蓋を図７のアダプタに連結しているところを含む、図３のコネクタシス
テムの組み付けを示す図である。
【図１０Ａ】図４Ａの蓋を図７のアダプタに連結しているところを含む、図３のコネクタ
システムの組み付けを示す図である。
【図１０Ｂ】図４Ａの蓋を図７のアダプタに連結しているところを含む、図３のコネクタ
システムの組み付けを示す図である。
【図１０Ｃ】図４Ａの蓋を図７のアダプタに連結しているところを含む、図３のコネクタ
システムの組み付けを示す図である。
【図１１】図４Ａの蓋を図７のアダプタに連結しているところを含む、図３のコネクタシ
ステムの組み付けを示す図である。
【図１２Ａ】図４Ａの蓋を図７のアダプタに連結しているところを含む、図３のコネクタ
システムの組み付けを示す図である。
【図１２Ｂ】図４Ａの蓋を図７のアダプタに連結しているところを含む、図３のコネクタ
システムの組み付けを示す図である。
【図１３Ａ】座標系及び基準面を伴って、図４Ａの斜視図を再現した図である。
【図１３Ｂ】座標系及び図１３Ａの基準面を追加して、図５Ａの上面図を再現した図であ
る。
【図１３Ｃ】座標系及び図１３Ａの基準面を追加して、図５Ｂの正面図を再現した図であ
る。
【図１３Ｄ】座標系及び図１３Ａの基準面を追加して、図５Ｃの側面図を再現した図であ
る。



(13) JP 6877442 B2 2021.5.26

10

20

30

40

50

【図１３Ｅ】座標系及び図１３Ａの基準面を追加して、図６の断面図を再現した図である
。
【図１４】本開示の原理による、収容容器の蓋に組み込まれた別のスプレーガンの収容容
器コネクタシステム、及びアダプタの分解組立斜視図である。
【図１５Ａ】図１４の蓋の斜視図である。
【図１５Ｂ】図１５Ａの蓋の上面図である。
【図１５Ｃ】図１５Ａの蓋の側面図である。
【図１５Ｄ】図１５Ａの蓋の正面図である。
【図１６】図１５Ａの蓋の一部分の拡大断面図である。
【図１７Ａ】図１５Ａの蓋の断面図である。
【図１７Ｂ】図１５Ａの断面図の一部分の拡大図である。
【図１７Ｃ】図１５Ａの蓋の別の部分の拡大断面図である。
【図１８】図１５Ａの蓋の一部分の拡大上面図である。
【図１９Ａ】図１４のアダプタの斜視図である。
【図１９Ｂ】図１９Ａのアダプタの側面図である。
【図１９Ｃ】図１９Ａのアダプタの底面図である。
【図１９Ｄ】図１９Ａのアダプタの断面図である。
【図２０】図１５Ａの蓋を図１９Ａのアダプタと連結しているところを示す図である。
【図２１Ａ】図１５Ａの蓋を図１９Ａのアダプタと連結しているところを示す図である。
【図２１Ｂ】図１５Ａの蓋を図１９Ａのアダプタと連結しているところを示す図である。
【図２２Ａ】図１５Ａの蓋を図１９Ａのアダプタと連結しているところを示す図である。
【図２２Ｂ】図１５Ａの蓋を図１９Ａのアダプタと連結しているところを示す図である。
【図２３Ａ】図１５Ａの蓋を図１９Ａのアダプタと連結しているところを示す図である。
【図２３Ｂ】図１５Ａの蓋を図１９Ａのアダプタと連結しているところを示す図である。
【図２４】本開示の原理による接続形態を組み込んだモジュール式蓋組立体の分解組立斜
視図である。
【発明を実施するための形態】
【００８９】
　本開示の態様は、スプレーガンと収容容器との間の解放可能なシール接続を容易にする
、コネクタシステムを対象とする。背景技術として、図１は、重力送り式のスプレーガン
３０及び収容容器３２を含むスプレーガン塗装システム２０を示している。ガン３０は、
本体４０と、ハンドル４２と、本体４０の前端部のスプレーノズル４４とを含んでいる。
ガン３０は、本体４０の両側に枢動的に装着されたトリガ４６によって、手動で操作され
る。入口ポート４８（おおまかに示される）は、本体４０に形成されるか又は本体４０に
よって担持され、スプレーガン３０の（隠れている）内部スプレー導管と、収容容器３２
との間の流体接続を確立するように構成される。収容容器３２は、スプレーされる液体（
例えば、塗料）を収容しており、入口ポート４８に接続されている（図１の図で示される
接続が必ずしも本開示のコネクタシステムを反映していないことを理解されたい）。使用
時には、スプレーガン３０はハンドル４２の下端部のコネクタ４９を介して圧縮空気源（
図示せず）に接続される。使用者がトリガ４６を引くと、ガン３０を介して圧縮空気が送
達され、塗料が重力を受けて収容容器３２からスプレーガン３０を経てノズル４４に送達
される。その結果、塗料（又は他の液体）はノズル４４を離れる際に霧化され、ノズル４
４を離れる圧縮空気と共にスプレーを形成する。
【００９０】
　図示を容易にするために、スプレーガン３０と収容容器３２との間の、本開示の接続形
態は図１の図には含まれない。一般的に、収容容器３２は、スプレーガン３０に接続する
第１の接続形態を確立する１つ以上の構成部品を含む。相補的な第２の接続形態は、収容
容器３２と入口ポート４８との間に組み付けられたアダプタ（図示せず）に、又はスプレ
ーガン３０に含まれる。この背景技術を念頭に置き、図２は、本開示の原理による収容容
器５０の非限定的な１つの例を図示する。収容容器５０は、外側容器５２及び蓋５４を含
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む。蓋５４は、下記でより詳細に説明する、第１の接続形態又は特徴部５６（おおまかに
示される）を含むか、又は設ける。他の実施形態において、第１の接続形態又は特徴部５
６は、収容容器５０の任意の他の構成部品に設けることができる。すなわち、下記の説明
は本開示の接続形態を収容容器の蓋の一部として表すが、このように表された接続形態は
、蓋のほかに、代替的に任意の他の収容容器構成部品に設けることができる。収容容器５
０の残りの構成部品は様々な形態を取ることができ、任意である。例えばいくつかの実施
形態において、収容容器５０は、ライナー５８及びカラー６０を更に含む。一般的に、ラ
イナー５８は、容器５２の内部に嵌合し、容器５２の上縁部に着座する開放端に、狭いリ
ム６２を有することができる。蓋５４は、ライナー５８の開放端の上又は中に嵌合するよ
うに構成され、蓋５４の周縁部がライナー５８のリム６２上に位置される。蓋／ライナー
組立体は、容器５２に解放可能に係合（例えば、示されているねじ付き境界面、スナップ
フィット等）する環状カラー６０によって、所定の位置に固定される。
【００９１】
　接続形態５６に加えて、蓋５４は、ライナー５８に収容された液体が流れることができ
る液体出口６４（おおまかに示される）を形成する。使用中、ライナー５８は、塗料が収
容容器５０から出されると、軸方向に蓋５４へ向かって潰れる。ライナー５８が潰れると
、空気が外側容器に入ってくる（本実施形態では、外側容器５２任意の通気穴６６を通っ
て）。スプレーが完了すると、収容容器５０をスプレーガン３０（図１）から分離するこ
とができ、カラー６０が取り出され、蓋／ライナー組立体は１つの部品として外側容器５
２から取り外すことができる。外側容器５２及びカラー６０は清潔なままであり、新しい
ライナー５８及び蓋５４を用いて再使用できる状態にある。これにより、収容容器５０の
過度な洗浄を回避することができる。
【００９２】
　他の実施形態において、本開示の収容容器は、ライナー５８及び／又はカラー６０を含
む必要がない。いくつかの実施形態において、収容容器は外側容器を含む必要がない（例
えば、蓋及びライナーは外側容器から分離又は取り外し可能であってよく、そのためスプ
レー中に外側容器が必要なくなる）。本開示の接続形態は、これらを用いて、及び／又は
図によって直接的に関連され得る、若しくは関連され得ない、他の多くの収容容器構成を
用いて実行され得る。
【００９３】
　上述のように、蓋５４に設けられた第１の接続形態５６は、スプレーガン入口又は装置
に設けられた相補的な第２の接続形態と、解放可能に接続するように構成されている。参
照として、図３は、スプレーガン入口７０の一部と共に蓋５４を図示し、スプレーガン入
口７０は別途、第２の相補的接続形態７２（おおまかに示される）を担持又は設ける。ス
プレーガン入口７０は、アダプタ、スプレーガンの着脱可能なスプレーヘッド組立体（例
えば、その開示内容全体が本明細書に参照として組み込まれる、「ｓｐｒａｙ　ｈｅａｄ
　ａｓｓｅｍｂｌｙ　６０」と題された、Ｅｓｃｏｔｏらによる米国特許第８，５９０，
８０９号を参照されたい）に設けられたスプレーガン３０の一体部分（図１）などであっ
てもよい。それとは関係なく、第１及び第２の接続形態５６、７２は連係するように構成
され、蓋５４とスプレーガン入口７０との間の、解放可能で液体密でシールされた装着又
は接続を促進する。いくつかの実施形態において、第１及び第２の相補的接続形態５６、
７２は、本開示の原理によるスプレーガンの収容容器コネクタシステム７４を共同で画定
するものと見做すことができる。
【００９４】
　上述のように、第１の接続形態５６は蓋５４の一部として設けることができる。いくつ
かの実施形態において、図４Ａ及び図４Ｂ（蓋５４を単独で図示）に示すように、蓋５４
の形状は、長手方向軸Ａを画定するものとして見做すことができる。第１の接続形態５６
（おおまかに示される）及び液体出口６４に加えて、蓋５４は、壁８０、フランジ８２、
及びハブ８４を含むか、又は画定する。壁８０は、互いに反対にある内面８６及び外面８
８を画定し、壁８０の少なくとも外面８８は、例えば（しかし非限定で）図に示された、
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湾曲した（例えば半球形などの）形状を有する。最終的に、壁８０は、好ましくは長手方
向軸Ａと同軸である中央開口部９０（図４Ｂに最もよく示される）を画定する。フランジ
８２は、中央開口部９０と反対側の壁８０の外周から径方向外側に突出し、例えば外側容
器５２（図２）などの、収容容器５０（図２）の１つ以上の他の構成部品と整合するよう
に構成され得る。示された実施形態において、ハブ８４は、壁８０の反対方向に、フラン
ジ８２から（長手方向軸Ａに対して）長手方向に突出し、例えばライナー５８（図２）な
ど収容容器５０の１つ以上の他の構成部品と整合するように構成され得る。壁８０、フラ
ンジ８２、及びハブ８４は、多様な他の形態を取ることができる。更に他の実施形態にお
いて、フランジ８２及びハブ８４の一方又は両方を省略することができる。
【００９５】
　液体出口６４は、流れ口１００を含む。流れ口１００は、好ましくは長手方向軸Ａと同
軸であり、この場合壁８０に対して上方（図４Ａ及び図４Ｂの向きに対して）に突出し、
先端面１０２で終端する。他の実施形態において、流れ口１００は蓋５４の本体内に収容
されてもよく、又は蓋５４の外面８８の凹部から成ってもよい。流れ口１００は、中央開
口部９０と位置合わせされ、かつ開口している通路１０４（図４Ｂに最もよく示される）
を画定する。この構成によって、液体出口６４を通る液体の流れ（例えば壁８０の内面８
６領域内の位置から流れ口１００の外側位置まで）が、中央開口部９０及び通路１０４を
通して容易に生じる。
【００９６】
　いくつかの実施形態において、液体出口６４は、第１の接続形態５６の構成部品である
と任意に見做される１つ以上の追加の特徴部を含む。例えば、先端面１０２は、蓋５４に
組み付ける際に、相補的な構成部品又はデバイス（例えば図３のスプレーガン入口７０）
と端面シールを形成するように構成され得る。シール関係は、長手方向軸Ａに対して垂直
な面内で実質的に平坦若しくは平面（すなわち、真の平坦若しくは平面形状の５％以内）
である先端面１０２によって、又はテーパーが付くか若しくは面取りされて、相補的な構
成部品の対応するテーパーが付いた面に対してシールするように構成された先端面１０２
によって確立され得る。蓋５４とスプレーガン入口７０との間の液体密シールは、先端面
１０２（例えば、流れ口１００若しくは相補的構成部品の中又は上に形成されたリング、
Ｏリング、摩擦、又は締まり嵌めなど）を含み得るか、又は含み得ない種々の他の構造に
よって代替的に促進され得る。
【００９７】
　上記の背景技術に対して、図５Ａ～図５Ｃを更に参照すると、第１の接続形態５６（お
おまかに示される）は、プラットフォーム１１０を含む。プラットフォーム１１０は、流
れ口１００の外側位置における、壁８０の外面８８からの突出部として見做すことができ
る。いくつかの実施形態において、壁８０及びプラットフォーム１１０は、一体の連続構
造として形成することができ、プラットフォーム１１０の形状は、フランジ８２からの延
長にある壁８０によって画定された湾曲形状から逸れていることを表している。更に、図
４Ｂに最もよく示されるように、流れ口１００及びプラットフォーム１１０は、いくつか
の実施形態において一体の連続構造としても形成され得る。それとは関係なく、プラット
フォーム１１０は、以下で説明するように、第２の相補的接続形態７２（図３）との選択
的な接続又は装着を容易にするように構成される。
【００９８】
　プラットフォーム１１０は、外面８８から延びて、コネクタ構造１２０（おおまかに示
される）で終端する。コネクタ構造１２０は、スプレーガン入口（図示せず）との間にス
ライドする境界面を設けるように構成され、壁８０の任意の湾曲形状と異なる形状を有し
得る。コネクタ構造１２０は、流れ口１００を周方向に取り囲む（例えば、コネクタ構造
１２０は、流れ口１００の径方向外側の位置において、長手方向軸Ａを中心に全体的に回
転する）。コネクタ構造１２０の外形特徴部は、相補的な第２の接続形態７２（図３）の
対応する特徴部との係合を容易にするように構成される。
【００９９】
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　例えば、１つ以上のトラッピング領域又はアンダーカット（図４Ａ～図５Ｃの非限定の
実施形態で図示された、第１及び第２のトラッピング領域又はアンダーカット１３０ａ、
１３０ｂなど）が、１つ以上の接触面又は支え面（図４Ａ～図５Ｃの非限定の実施形態で
図示された、第１及び第２の接触面又は支え面１３２ａ、１３２ｂなど）と共にコネクタ
構造１２０内に画定される。２つのアンダーカット１３０ａ、１３０ｂ、及び２つの接触
面１３２ａ、１３２ｂが設けられた、示された非限定の例では、流れ口１００を中心とし
たコネクタ構造１２０の回転によって画定される回転方向（すなわち時計回り、又は反時
計回り）に対して、第１の接触面１３２ａは、第１のアンダーカット１３０ａから第２の
アンダーカット１３０ｂまで時計回りで周方向に延び、誘導領域１３４ａ及び傾斜領域１
３６ａを生成する外形を有する。このとき、誘導領域１３４ａは、時計回り方向に対して
傾斜領域１３６ａよりも「前」又は「上流」にある。同様に、第２の接触面１３２ｂは、
第２のアンダーカット１３０ｂから第１のアンダーカット１３０ａまで時計回りで周方向
に延びてよく、誘導領域１３４ｂ及び傾斜領域１３６ｂを生成する外形を有する。更に他
の実施形態において、任意の第２の接触面１３２ｂは、第１の接触面１３２ａとは異なる
構造であってもよく、誘導領域１３４ｂ及び傾斜領域１３６ｂのうちの一方又は両方を含
んでもよいし、含まなくてもよい。更に他の実施形態において、３つ以上の接触面（及び
／又は３つのアンダーカット）が設けられる場合、第１の接触面１３０ａは誘導領域１３
４ａ及び傾斜領域１３６ａを有し得る一方で、残りの接触面は第１の接触面１３０ａと同
一であっても、又は異なる構造であってもよい。
【０１００】
　（２つが設けられる場合の）接触面１３２ａ、１３２ｂは、いくつかの実施形態におい
て実質的に同一であってよく、そのため第１の接触面１３２ａの以下の説明は、同様に第
２の接触面１３２ｂに適用される。誘導領域１３４ａの主面は、実質的に平坦（すなわち
真の平坦形状の５％以内）、かつ実質的に長手方向軸Ａに対して垂直（すなわち真の垂直
関係の５％以内）であり得る。傾斜領域１３６ａは、誘導領域１３４ａから第２のアンダ
ーカット１３０ａまでの範囲において、（図５Ｂ及び図５Ｃの直立方向に対して）長手方
向下方にテーパーが付いており、螺旋形状の一部を作り出す。これにより、誘導領域１３
４ａは、長手方向又は垂直方向で（図５Ｂ及び図５Ｃの直立方向に対して）傾斜領域１３
６ａの「上」にあり、傾斜領域１３６ａの主面は、誘導領域１３４ａの主面に対して斜め
（長手方向軸Ａに対して実質的に垂直ではない）になる。例えば図６に示される傾斜領域
１３６ａ、１３６ｂは、傾いた直線として描かれているが、本開示の範囲内で異なる軌跡
（例えば、曲線や部分的に曲線）が可能であることを理解されたい。
【０１０１】
　第１アンダーカット１３０ａによって生じた外形特徴部は図６に示されるが、第２のア
ンダーカット１３０ｂ（図４Ａ）が（設けられる場合）実質的に同一の構成を有し得るこ
とが理解される。上記の説明と同様、第１アンダーカット１３０ａが、第２の接触面１３
２ｂの傾斜領域１３６ｂと第１の接触面１３２ａの誘導領域１３４ａとの間の移行部に形
成されるか、又は移行部を画定する。肩部又は保持特徴部１４０ａが、アンダーカット１
３０ａによって画定され、第１の接触面１３２ａの先端部１４２と第２の接触面１３２ｂ
の終端部１４４との間に延びる。肩部１４０ａの主面は、誘導領域１３４ａの主面に対し
て、かつ傾斜領域１３６ｂの主面に対して非平行であり、肩部１４０ａは、第２の接触面
の傾斜領域１３６ｂの上で外側に突出している。肩部１４０ａの形状は、軸方向保持面１
４６及び停止面１４８を画定するものと見做すことができる。
【０１０２】
　図４Ａ～図５Ｃに戻ると、第１の接続形態５６は２つのアンダーカット１３０ａ、１３
０ｂ（及び２つの接触面１３２ａ、１３２ｂ）を含むように表されているが、他の実施形
態において、１つ又は３つ以上のアンダーカット（及び対応する数の接触面）が形成され
得る。いくつかの実施形態において、２つ以上が設けられる場合、アンダーカット１３０
ａ、１３０ｂはコネクタ構造１２０の円周に沿って等間隔で配置されてもよい。更に、プ
ラットフォーム１１０及びコネクタ構造１２０は、本質的に円形であるものと示している
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が、他の形状も許容される。例えば、コネクタ構造１２０の形状は、楕円、多角形、これ
らの組み合わせ等の複雑な形状などとすることができる。
【０１０３】
　いくつかの実施形態において、蓋５４（したがって第１の接続形態５６）は、プラスチ
ック射出成形された構成部品である。これらの状況下で、アンダーカット１３０ａ、１３
０ｂは、従来の射出成形システムを用いて容易に生成され、アンダーカット１３０ａ、１
３０ｂは、工具スライド経路若しくはスライド方向に沿って、又は位置合わせされて、位
置を決められる。例えば、図４Ａの非限定的例に関しては、アンダーカット１３０ａ、１
３０ｂは、いくつかの実施形態において、射出成形工具の見切り線（図４Ａの１５０で識
別される）に対して垂直に、及び工具のスライドと位置合わせして、位置を決められてよ
い。このように、アンダーカット１３０ａ、１３０ｂ（及び本開示の接続形態に関連付け
られた他の特徴部）は、従来の射出成形工具形態への複雑で重要な変更を必要としない射
出成形を用いて、非常に実用的である。他の製造技術及び材料も許容され、本開示の蓋（
及び対応する接続形態）は、プラスチック射出成形に限定されない。
【０１０４】
　図３に戻ると、第２の接続形態７２は、第１の接続形態５６の特徴部と選択的に嵌合す
るように構成される。いくつかの実施形態において、第２の接続形態７２は、図７に示す
アダプタ１８０などのアダプタの一部として設けられる。第２の接続形態７２（図７に大
まかに示される）に加えて、アダプタ１８０は、管状部材１９０を含む。様々な構成部品
の詳細を以下に示す。一般的に、アダプタ１８０の形状は中心軸Ｘを画定する。管状部材
１９０は、スプレーガン入口ポートへの接続を確立するためなど、従来のスプレーガンの
収容容器接続アダプタと同種の特徴部を含ことができる、又は設けることができる。第２
接続形態７２のベース１９２は、管状部材１９０から突出し、第２の接続形態７２の他の
部分を担持又は画定し、アダプタ１８０の蓋５４への装着を促進する（図３）。
【０１０５】
　管状部材１９０は、種々の形態を取ることができ、中央通路２００（図７では隠れてい
るが、例えば図８Ｄに示される）を画定する。通路２００は、管状部材１９０の先端部２
０２において開口している。管状部材１９０は、従来の（例えば、ねじ切りされた）スプ
レーガン入口ポートへの組み付けを容易にする、装着特徴部を形成するか又は設ける。例
えば、外側ねじ２０４は、先端部２０２に隣接する管状部材１９０に沿って設けられてよ
く、スプレーガン入口ポートによって設けられたねじと、ねじ接続するように構成される
。このとき、外側ねじ２０４のピッチ、輪郭、及び間隔は、アダプタ１８０と使用するよ
う意図されたスプレーガンのメーカー／型の特定のねじパターンに従って選択され得る。
外部ねじ２０２を含み得る若しくは要し得る、又は含まないか若しくは要さない、他のス
プレーガンの装着特徴部が同様に許容される。管状部材１９０は、任意で把持部２０６を
更に含むか、又は画定できる。把持部２０６は、使用者が従来の工具を用いてアダプタ１
８０を操作するのを容易にするように構成され、いくつかの実施形態において、レンチに
よって容易に係合するようになっている六角形の表面パターンを含むか、又は画定する。
他の実施形態において、把持部２０６を省略することができる（例えば、六角又は同様の
形状の表面を設ける必要がない）。
【０１０６】
　図８Ａ～図８Ｄを参照すると、ベース１９２は、先端部２０２の反対側の管状部材１９
０から延び、リング２１０及びフランジ２１２を含む。フランジ２１２は、以下で説明す
るように、コネクタ構造２１４（おおまかに示される）を形成する。図８Ｄに最もよく示
されるように、リング２１０及びフランジ２１２は、チャンバ２１６を画定するよう組み
合わされる。チャンバ２１６は、管状部材１９０の中央通路２００に開口し、蓋５４（図
４Ａ）の流れ口１００（図４Ａ）を受け入れるように構成される。チャンバ２１６の径は
、流れ口１００（図４Ａ）の外径に対応しており、流れ口１００を摺動可能に受け入れる
ように選択される。フランジ２１２は、管状部材１９０と反対の、リング２１０の外周か
ら長手方向に突出し、コネクタ構造２１４で終端する。
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【０１０７】
　コネクタ構造２１４の外形特徴部は、第１の接続形態５６（図４Ａ）のコネクタ構造１
２０（図４Ａ）に関する上述の外形特徴部と同等である。例えば、１つ以上のトラッピン
グ領域又はアンダーカット（図７～図８Ｄの非限定の実施形態で図示された、第１及び第
２のトラッピング領域又はアンダーカット２３０ａ、２３０ｂなど）が、コネクタ構造２
１４に沿って形成され、１つ以上の接触面又は支え面（図７～図８Ｄの非限定の実施形態
で図示された、第１及び第２の接触面又は支え面２３２ａ、２３２ｂなど）を生成する。
（２つ設けられる場合の）接触面２３２ａ、２３２ｂの形状は、上述のように第１の接続
形態の接触面１３２ａ、１３２ｂに対応し、接触面２３２ａ、２３２ｂのうちの少なくと
も一方、任意で両方の各々は、誘導部２３４ａ、２３４ｂ、及び傾斜部２３６ａ、２３６
ｂを含むか、又は画定する。（２つ設けられる場合の）アンダーカット２３０ａ、２３０
ｂの周方向位置及び形状は、上述のように第１の接続形態のアンダーカット１３０ａ、１
３０ｂ（図５Ａ）に対応する。アンダーカット２３０ａ、２３０ｂのうちの少なくとも一
方、任意で両方の形状は、第１の接触面２３２ａと第２の接触面２３２ｂとの間の移行部
に、指部又は保持特徴部２４０ａ、２４０ｂを確立する。例えば、図８Ｄに示されるよう
に、第１のアンダーカット２３０ａで画定された指部２４０ａは、第１の接触面２３２ａ
の先端部２４２と、第２の接触面２３２ｂの終端部２４４との間に延びる。指部２４０ａ
の主面は、誘導部２３４ａの主面に対して、かつ傾斜部２３６ｂの主面に対して非平行で
あり、指部２４０ａは、第２の接触面の傾斜部２３６ｂの外側に突出する。図６を更に参
照すると、誘導部２３４ａの主面に対する指部２４０ａの角度方向は、誘導領域１３４ａ
に対する肩部１４０ａの角度方向に対応する。指部２４０ａの形状は、軸方向保持面２４
６及び停止面２４８を画定するものと見做すことができる。
【０１０８】
　図８Ａ～図８Ｄに戻ると、第２の接続形態７２は、２つのアンダーカット２３０ａ、２
３０ｂ（及び２つの接触面２３２ａ、２３２ｂ）を含んでいるように示されているが、他
の実施形態において、第１の接続形態５６（図４Ａ）のアンダーカット構造に対応する、
１つ又は３つ以上のアンダーカット（及び対応する数の接触面）が形成され得る。更に、
ベース１９２及びコネクタ構造２１４は、本質的に円形であるものとして示されているが
、第１の接続形態５６の形状に対応する他の形状も許容される。
【０１０９】
　図９を参照すると、第１の接続形態５６と第２の接続形態７２との間（すなわち蓋５４
とアダプタ１８０との間）の係合は、最初にアダプタ１８０を液体出口６４に位置合わせ
することを必要とする。蓋５４及びアダプタ１８０は、アダプタ１８０のコネクタ構造２
１４が蓋５４のコネクタ構造１２０と対向するように空間的に配置され、アダプタのアン
ダーカット２３０ａ、２３０ｂ（そのうちの１つが図９に見える）が、蓋のアンダーカッ
ト１３０ａ、１３０ｂから回転的にオフセットされる（例えば、図９の配置において第１
の指部２４０ａは第２の接触面１３２ｂの誘導領域１３４ｂに概ね位置合わせされる）。
【０１１０】
　次に蓋５４及びアダプタ１８０は、互いに向かって方向付けられ、図１０Ａ～図１０Ｃ
に示されるように、アダプタ１８０のコネクタ構造２１４を蓋５４のコネクタ構造１２０
に接触させる。蓋５４の流れ口１００は、アダプタ１８０のチャンバ２１６内に摺動可能
に受け入れられ、蓋５４の長手方向軸Ａがアダプタ１８０の中心軸Ｘに位置合わせされる
。回転による位置ずれのため、アダプタのコネクタ構造２１４は、最初は蓋のコネクタ構
造１２０とかみ合わない。例えば、図１０Ａ及び図１０Ｂは、第１の指部２４０ａが、第
１の肩部１４０ａから回転的にオフセットされ、第２の接触面１３２ａの誘導領域１３４
ｂに載るか、又は接触することを図示している。図面内で直接視認することはできないが
、同様の関係が、第２の指部２４０ｂと第１の接触面１３２ａとの間に確立される。図１
０Ａ～図１０Ｃの初期の組立状態において、アダプタのアンダーカット２３０ａ、２３０
ｂ及び指部２４０ａ、２４０ｂは、蓋のアンダーカット１３０ａ、１３０ｂの垂直方向の
「上」にある。
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【０１１１】
　次にアダプタ１８０を蓋５４に対して回転させ（及び／又はその逆）、一方で少なくと
も僅かな圧縮力（例えば重力、使用者が加える力など）が維持されて、アダプタの指部２
４０ａ、２４０ｂの各々を、蓋のアンダーカット１３０ａ、１３０ｂのうちの対応する１
つに向けて方向付ける。例えば、図１１に示されるように、アダプタ１８０は、指部２４
０ａが蓋の第１のアンダーカット１３０ａに接近する（及び後にその中に入る）ように、
（例えば時計回りに）回転されている。アダプタの第２の接触面２３２ｂの傾斜部２３６
ｂと、蓋の第２の接触面１３２ｂの蓋の傾斜領域１３６ｂとの間のスライド境界面（及び
対応する螺旋のような形状）のため、アダプタ１８０が回転されると、アダプタ１８０は
蓋５４に対して垂直方向に落ちるか又は下がり、それによって指部２４０ａは蓋のアンダ
ーカット１３０ａに近づき、指部２４０ａは蓋の肩部１４０ａと位置合わせされる。
【０１１２】
　蓋５４に対するアダプタ１８０の回転（及び／又はその逆）を続けると、蓋のコネクタ
構造１２０（図９）は、アダプタのコネクタ構造２１４（図９）を、対応するアンダーカ
ット１３０ａ、１３０ｂ、２３０ａ、２３０ｂの箇所で堅固に係合させる。図１２Ａ及び
図１２Ｂは、実現された蓋５４及びアダプタ１８０のロック状態を示している。図示のよ
うに、アダプタの第１の指部２４０ａは蓋の第１のアンダーカット１３０ａ内に入り、蓋
の第１の肩部１４０ａはアダプタの第１のアンダーカット２３０ａ内に入り、アダプタの
第１の指部２４０ａは蓋の第１の肩部１４０ａに載る。視認できないが、蓋の第２のアン
ダーカット１３０ｂとアダプタの第２のアンダーカット２３０ｂとの間の境界面にも、同
様の関係がある。蓋５４内の液体は、通路１０４、チャンバ２１６、及び通路２００にお
いて確立された流体接続を介して、アダプタ１８０を容易に流れ過ぎる。
【０１１３】
　より一般的には、図９を更に参照すると、蓋５４はアダプタ１８０上で回転され（及び
／又はその逆）、蓋の傾斜領域１３６ａ、１３６ｂと、対応するアダプタの傾斜部２３６
ａ，２３６ｂとの間の境界面は、蓋のアンダーカット１３０ａ、１３０ｂを、対応した嵌
合するアダプタのアンダーカット２３０ａ、２３０ｂに（及びその逆に）誘導する。回転
軸に垂直な面に対する肩部１４０ａ、１４０ｂの下方への角度方向（回転方向）のため、
指部２４０ａ、２４０ｂが対応する肩部１４０ａ，１４０ｂに沿って漸次的に進むと、ア
ダプタ１８０が蓋５４の上に向かって（図９、図１２Ａの向きに対して）下方に引っ張ら
れるか、又は引き寄せられることが強制され、構成部品間の液体密シールを促進する。ア
ンダーカット１３０ａ，１３０ｂ、２３０ａ、２３０ｂは、蓋５４に対するアダプタ１８
０の回転運動（及び／又はその逆）に対する端部停止として作用する。図６及び図８Ｄを
更に参照すると、軸方向保持は、肩部１４０ａ、１４０ｂの軸方向保持面１４６と、対応
する指部２４０ａ，２４０ｂの軸方向保持面２４６との間の境界面によって実現される。
回転停止は、肩部１４０ａ，１４０ｂと、対応した指部２４０ａ、２４０ｂの停止面２４
８との間、及び指部２４０ａ、２４０ｂと、対応した肩部１４０ａ、１４０ｂの停止面１
４８との間の接触によってもたらされる。
【０１１４】
　対応する蓋のアンダーカット１３０ａ、１３０ｂとアダプタのアンダーカット２３０ａ
、２３０ｂとの間の係合は、アダプタ１８０の蓋５４に対する保持をもたらし、更に、蓋
のコネクタ構造１２０とアダプタのコネクタ構造２１４との間の境界面は、長手方向軸Ａ
に対して垂直の軸における、アダプタ１８０上の蓋５４（及びその逆）の安定性をもたら
す。いくつかの実施形態において、コネクタ構造１２０、２１４の傾斜する外形は、軸方
向回転を介して蓋５４をアダプタ１８０から連結解除するのを容易にする。これに関して
、いくつかの実施形態において、ロック状態の蓋５４とアダプタ１８０との間の液体密シ
ールを促進する、シール機能を設け得ることが想起される。液体密シールは破断しにくく
することができる。しかし、ロック状態からアダプタ１８０が蓋５４に対して回転すると
、アダプタ１８０は持ち上げられてシール機能を解除し、アダプタ１８０を蓋５４から取
り外すのを補助する。
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【０１１５】
　接続形態５６、７２の特徴及び構成は、様々な平面を参照して代替的に説明することが
できる。例えば図１３Ａは、Ｘ、Ｙ、Ｚ座標の指示と共に図４Ａの蓋５４の図を再現する
。Ｚ軸又はＺ方向は、長手方向軸Ａを含む（又は平行である）。Ｘ及びＹ軸（又は方向）
はＺ軸に対して直交し、かつ互いに直交する。中心線面ＣＰは、Ｘ、Ｚ面に画定され、長
手方向軸Ａを含む（又は平行である）。換言すると、中心線面ＣＰは長手方向軸Ａを通る
。２つのトラッピング領域又はアンダーカット１３０ａ、１３０ｂが等間隔で設けられた
、図１３Ａの非限定の一実施形態では、中心線面ＣＰは、２つのトラッピング領域１３０
ａ、１３０ｂの間の中央に置かれ得る。この配置は、図１３Ｂの上面図（それ以外では図
５Ａの再現）で更に反映される。図１３Ａ及び図１３Ｂを続けて参照すると、取り付け面
ＡＰは中心線面ＣＰに直交するよう更に画定される（すなわち、取り付け面ＡＰはＸ，Ｙ
面内に画定される）。いくつかの実施形態において、取り付け面ＡＰは、支え面又は接触
面１３２ａ、１３２ｂの各々における誘導領域１３４ａ、１３４ｂの主面を含む。取り付
け面ＡＰのこの１つの位置は、図１３Ｃ（それ以外では図５Ｂの再現）及び図１３Ｄ（そ
れ以外では図５Ｃの再現）に更に明示される。最後に、図１３Ｂは、上述のようにロック
状態へ移行するときの、アダプタ１８０（図７）が蓋５４に対して回転する収納方向を、
矢印ＲＤで示す。
【０１１６】
　上記の規定を念頭に、外面８８は液体出口６４から離れる方へ延び、いくつかの実施形
態においては、取り付け面ＡＰに概ね平行（すなわち、真の平行関係の１０％以内）の方
向に、中心線面ＣＰから離れる方へ延びている保持特徴部（例えば、対応するトラッピン
グ領域１３０ａ、１３０ｂに関連付けられた保持特徴部、又は肩部１４０ａ，１４０ｂ）
のうちの１つ以上を含むものと見做され得る。この関係は図１３Ａ及び図１３Ｂに最もよ
く示される。保持特徴部１４０ａ、１４０ｂは、外面８８内で凹んでいるか、又は外面８
８から突出しているものと考えることができる。他の実施形態において、保持特徴部１４
０ａ、１４０ｂは、対応する接触面１３２ａ、１３２ｂの誘導領域１３４ａ、１３４ｂ内
で凹んでいるか（例えば図１３Ｅは、保持特徴部１４０ａが第１の接触面１３２ａの誘導
領域１３４ａに対して凹んでいることを反映している）、又は対応する接触面１３２ａ、
１３２ｂの傾斜領域１３６ａ、１３６ｂから突出している（例えば図１３Ｅは、保持特徴
部１４０ａが第２の接触面１３２ｂの傾斜領域１３６ｂから突出していることを反映して
いる）と、考えることができる。
【０１１７】
　図１３Ａ～図１３Ｅを参照すると、保持特徴部の角度αは、中心線面ＣＰと対応する保
持特徴部１４０ａ、１４０ｂの停止面１４８との間で画定される。停止面１４８は、図１
３Ａ～図１３Ｄの図では概ね隠されているが、図１３Ｅで保持特徴部１４０ａとして確認
できる。特に図１３Ａ及び図１３Ｂを参照すると、保持特徴部の角度αは、いくつかの実
施形態において９０°以上である。更に、停止面１４８は、保持特徴部の角度αの範囲内
で、及び、別の状況では概ね取り付け面ＡＰに沿って画定される収納方向ＲＤから、接近
可能である。この関係は、図１３Ｅで更に明示される。図１３Ｅは、いくつかの実施形態
において、保持特徴部１４０ａの軸方向保持面１４６が、取り付け面ＡＰに対して鋭角で
配置又は配設され、それによってトラッピング領域１３０ａが、方向軸保持面１４６と外
面８８との間に（例えば第２の接触面１３２ｂに沿って）形成されることも強調している
。上記の面及び角度は、第２の接続形態７２（図３）に同様に適用できる。
【０１１８】
　保持特徴部の角度αは、上述のように、蓋５４の任意のプラスチック射出成形特質を支
持することができる。例えば、蓋５４が、二つ割り型から形成されたプラスチック射出成
形された構成部品である任意の実施形態では、中心線面ＣＰは見切り線１５０（図４Ａ）
で画定されるものと見做してよい。したがって、９０°以上の保持特徴部の角度αは、第
１及び第２のトラッピング領域１３０ａ、１３０ｂが、工具のスライド経路、又は二つ割
り型のスライド方向に位置合わせされ得ることを反映する。他の実施形態において、プラ
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スチック射出形成工具が、３つ以上の金型部品を含み得ることが想定され、保持特徴部の
角度αは、トラッピング領域をスライド方向又は金型部品の工具のスライド経路に位置合
わせするのを促進するために適切な、対応する寸法以上である。例えば、三つ割り型を用
いると、保持特徴部の角度αは６０°以上であり、四つ割り型を用いると、保持特徴部の
角度は４５°以上、などとなる。
【０１１９】
　上記の説明では、相補的な第２の接続形態７２（図７に全体的に参照）をアダプタ１８
０の一部として設けているが、他の構成も許容される。例えば、第２の接続形態７２が、
スプレーガンの一体部品として恒久的に組み付けられているか、又は設けられている（例
えば上述の第２の接続形態７２が、スプレーガン３０（図１）の入口ポート４８（図１）
として設けられるか、又は入口ポート４８に設けられ得る）。
【０１２０】
　いくつかの実施形態において、ロック状態のコネクタ構造１２０、２１４の（すなわち
アンダーカット１３０ａ、１３０ｂ、２３０ａ、２３０ｂでの）間の係合が、蓋５４とア
ダプタ１８０との間の保持の主な形状として働くことができるか、又はそのような形状を
提供することができる。本開示の原理による他の実施形態において、保持部の主な形態と
して働くか、又は働かない、１つ以上の追加の接続特徴部が含まれてもよい。例えば図１
４は、本開示の原理による相補的な第１及び第２の接続形態２５２、２５４（おおまかに
示される）を含む、別のスプレーガンの収容容器コネクタシステム２５０の部分を図示す
る。第１の接続形態２５２は蓋２６０の一部として設けられ、第２の接続形態２５４はス
プレーガンの液体入口の一部として設けられており、示されているアダプタ２６２がスプ
レーガンに接続するようになっている。
【０１２１】
　蓋２６０は図１５Ａ～図１５Ｄでより詳細に示され、多くの点で上述の蓋５４（図４Ａ
）と類似し得る。蓋２６０は一般に、壁２７０及び液体出口２７２を含む。液体出口２７
２は、流れ口２７４の先端面２７６及び／又は先端面２７６の近傍の流れ口２７４の外側
に沿って形成された、もう１つの環状リブ２７８などの、任意のシール機能を伴う流れ口
２７４を含む。
【０１２２】
　第１の接続形態２５２（図１５Ａに大まかに示される）は、プラットフォーム３１０、
及び少なくとも１つの保持部材（図１４～図１５Ｄの非限定の実施形態に図示された、第
１及び第２の保持部材３１２ａ、３１２ｂなど）を含む。一般的に、プラットフォーム３
１０は、上述のプラットフォーム１１０（図４Ａ）とかなり類似することがあり、コネク
タ構造３２０で終端するか、又はコネクタ構造３２０を形成する。コネクタ構造３２０は
、コネクタ構造１２０（図４Ａ）と類似してよく、少なくとも１つのトラッピング領域又
はアンダーカット（図１４～図１５Ｄの非限定の実施形態で図示された、第１及び第２の
トラッピング領域即ちアンダーカット３３０ａ、３３０ｂなど）を画定する外形特徴部を
もたらす。保持部材３１２ａ、３１２ｂは、アンダーカット３３０ａ、３３０ｂから周方
向にオフセットされ、以下で説明するように、第２の接続形態２５４（図１３）と選択的
なロック係合をもたらす。
【０１２３】
　先行の説明と同様、（２つ設けられる場合の）第１及び第２のアンダーカット３３０ａ
、３３０ｂは、コネクタ構造３２０で画定され、少なくとも１つの接触面又は支え面（図
１４～図１５Ｄで非限定の実施形態で図示された、第１及び第２の接触面又は支え面３３
２ａ、３３２ｂなど）はアンダーカット３３０ａ、３３０ｂの間で形成又は画定される。
流れ口２７４を中心としてコネクタ構造３２０の回転によって画定された回転方向（すな
わち時計回り、又は反時計回り）に対して、第１の接触面３３２ａは第１のアンダーカッ
ト３３０ａから第２のアンダーカット３３０ｂまで、時計回りの周方向に延び、誘導領域
３３４ａ及び傾斜領域３３６ａを生成する外形を有する。時計回り方向に対して、誘導領
域３３４ａは傾斜領域３３６ａよりも「前」又は「上流」にある。第２の接触面３３２ｂ
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（又は任意の追加の接触面）は、第１の接触面３３２ａと同様であり得る。この場合、第
２の接触面３３２ｂは第２のアンダーカット３３０ｂから第１のアンダーカット３３０ａ
まで、時計回りの周方向に延び、誘導領域３３４ｂ及び傾斜領域３３６ｂを生成する外形
を有する。
【０１２４】
　（２つが設けられる場合の）接触面３３２ａ、３３２ｂは、いくつかの実施形態におい
て実質的に同一であってよく、そのため第２の接触面３３２ｂの以下の説明は、同様に第
１の接触面３３２ａに適用される。図１６の断面図に最もよく反映されるように、誘導領
域３３４ｂの主面は、実質的に平坦（すなわち真の平坦形状の５％以内）、かつ長手方向
軸Ａに対して実質的に垂直（すなわち真の垂直関係の５％以内）であり得る。傾斜領域３
３６ｂは、誘導領域３３４ｂから第１のアンダーカット３３０ａまでの範囲で、（図１６
の概ね直立方向に対して）長手方向下方にテーパーが付いており、螺旋形状の一部を作り
出す。これにより、誘導領域３３４ｂは、傾斜領域３３６ｂの長手方向又は垂直方向で（
図１６の概ね直立方向に対して）「上」となり、傾斜領域３３６ｂの主面は、誘導領域３
３４ｂの主面に対して斜め（長手方向軸Ａに対して実質的に垂直ではない）である。
【０１２５】
　第１アンダーカット３３０ａによって生じた外形特徴部は、図１５Ｃに示され、第２の
アンダーカット３３０ｂ（図１５Ｂ）が実質的に同一の構成を有し得ることが理解される
。上記の説明と同様、第１アンダーカット３３０ａが、第２の接触面３３２ｂの傾斜領域
３３６ｂと第１の接触面３３２ａの誘導領域３３４ａとの間の移行部に形成されるか、又
は移行部を画定する。肩部又は保持特徴部３４０ａが、アンダーカット３３０ａによって
画定され、第１の接触面３３２ａの先端部３４２と第２の接触面３３２ｂの終端部３４４
との間に延びる。肩部３４０ａの主面は、誘導領域３３４ａの主面に対して、かつ傾斜領
域３３６ｂの主面に対して非平行であり、肩部３４０ａは、第２の接触面の傾斜領域３３
６ｂの上で外側に突出している。上述のように、肩部３４０ａは軸方向保持面及び停止面
を画定することができる。
【０１２６】
　図１５Ａ～図１５Ｄを続けて参照すると、第１の接続形態２５２は２つのアンダーカッ
ト３３０ａ、３３０ｂ（及び２つの保持部材３１２ａ、３１２ｂ）を含むように表されて
いるが、他の実施形態において、１つ又は３つ以上のアンダーカット（及び対応する数の
保持部材）が形成され得る。いくつかの実施形態において、２つ以上が設けられる場合、
アンダーカット３３０ａ、３３０ｂはコネクタ構造３２０の円周に沿って等間隔で配置さ
れてもよい。更に、プラットフォーム３１０及びコネクタ構造３２０は、本質的に円形で
あるものとして示しているが、他の形状も許容される。例えば、コネクタ構造体３２０の
形状は、楕円、多角形、これらの組み合わせ等の複雑な形状などとすることができる。
【０１２７】
　（２つ以上設けられている場合の）保持部材３１２ａ、３１２ｂは、第１の保持部材３
１２ａの以下の説明が第２の保持部材３１２ｂに等しく適用されるように、同一のもので
あってよい。上述した回転方向に対し、第１の保持部材３１２ａは、反対側にある第１及
び第２の端部３７０ａ、３７２ａを画定するものと見做すことができる。保持部材３１２
ａは、アーム３８０ａ及びタブ３８２ａを含む。アーム３８０ａは、流れ口２７４から径
方向に間隔があけられ、かつ壁２７０から上方に突出する。１つ以上の補強支柱３８４ａ
が、アーム３８０ａと壁２７０の間に任意で設けられ、アーム３８０ａを、示された直立
方向に付勢又は補強する役割を担う。タブ３８２ａは、壁２７０の反対側のアーム３８０
ａから径方向内側に突出する。図１７Ａ～図１７Ｃで最もよく示されるように、第１の保
持部材３１２ａは第１の接触面３３２ａに関連付けられ、捕捉領域３８６ａは、第２の接
続形態２５４（図１４）の対応する特徴部を受け入れるために、接触面３３２ａ、アーム
３８０ａ、及びタブ３８２ａによって画定される。
【０１２８】
　より詳細には、アーム３８０ａの突出が係合面３８８を画定する。係合面３８８は、流
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れ口２７４に面し、かつ流れ口２７４から径方向に間隔があけられる。タブ３８２ａは、
係合面３８８に対して半径方向内側に突出し、ガイド面３９０及び位置合わせ面３９２を
画定する。ガイド面３９０は接触面３３２ａに面し、長手方向の間隔Ｌだけ接触面３３２
ａから長手方向に間隔をあけられる。接触面３３２ａ、係合面３８８、及びガイド面３９
０は組み合わさって捕捉領域３８６ａを画定する。位置合わせ面３９２は、流れ口２７４
に面し、かつ流れ口２７４から径方向に間隔があけられる。長手方向軸Ａに対する係合面
３８８及び位置合わせ面３９２の寸法は、アダプタ２６２（図１４）の外形特徴部に対応
する。このとき、特に図１７Ａを参照すると、係合面３８８は、下記で説明する所望の連
結及び連結解除操作を容易にするための、アダプタ２６２の外形特徴部に従って選択され
た捕捉径Ｄを、長手方向軸Ａに対して共同で画定する。
【０１２９】
　接触面３３２ａ及び保持部材３１２ａの外形は、捕捉領域３８６ａ内の第２の接続形態
２５４の対応する特徴部とのロック係合を容易にするよう、並びに連結及び連結解除操作
を容易にするように構成される。図１８（第１及び第２の保持部材３１２ａ、３１２ｂの
アーム３８０ａ、３８０ｂを通る断面の一部を表す）を参照すると、第１の接触面３３２
ａに対するアーム３８０ａの位置は、誘導領域３３４ａ及び傾斜領域３３６ａからの移行
箇所と、概ね位置合わせされる。いくつかの実施形態において、アーム３８０ａによって
画定された係合面３８８は、長手方向軸Ａに対して垂直な平面（すなわち、図１８の平面
）において凸形状を有し、第１の端部３７０ａから中間点３９４に長手方向軸Ａに向かっ
て、漸増的に突出又はテーパーを付ける。係合面３８８は、長手方向軸Ａから離れる方へ
内側に、中間点３９４から第２端部３７２ａまで任意に突出又はテーパーを付けることが
できる。それとは関係なく、係合面３８８の形状は、以下に説明するように、第２の接続
形態２５４（図１４）の対応する特徴部とのロック接続を促進させる。
【０１３０】
　更に図１７Ｃを参照すると、誘導領域３３４ａと傾斜領域３３６ａとの間の移行部にお
いて、タブ３８２ａが接触面３３２ａ上に突出する。若しくは、保持部材３１２ａの第１
の端部３７０ａが誘導領域３３４ａと位置合わせされ、第２の端部３７２ａが傾斜領域３
３６ａと位置合わせされる。これにより、第１の端部３７０ａにおいて、ガイド面３９０
が誘導領域３３４ａの上に突出し、第２の端部３７２ａにおいて、ガイド面３９０が傾斜
領域３３６ａの上に突出する。第１の端部３７０ａからの延長にあるガイド面３９０の主
面は、実質的に平坦又は平面（すなわち真の平坦又は平面配置の５％以内）であってよく
、誘導領域３３４ａの主面に実質的に平行（すなわち真の平行関係の５％以内）であって
よい。この構造により、長手方向空間Ｌは、誘導領域３３４ａに沿って実質的に均一であ
る。上述のように、傾斜領域３３６ａの主面は、誘導領域３３４ａの主面に対して斜めで
あるため、ガイド面３９０の主面に対してもまた斜めである。したがって、長手方向空間
Ｌは、誘導領域３３４ａから第２の端部３７２ａまでの傾斜領域３３６ａに沿って増加し
、かつ回転接続を促進させるために、第２の接続形態２５４（図１４）の外形特徴部に対
応する。
【０１３１】
　図１５Ｂを更に参照すると、接触面３３２ａ、３３２ｂ、及び対応する保持部材３１２
ａ、３１２ｂは、対応する捕捉領域３８６ａ、３８６ｂの一様に広がる形状が、長手方向
軸Ａに対して同じ回転方向にあるように配置される。例えば、図１５Ｂの方向に対して、
第１の保持部材３１２ａの第１の端部３７０ａが、第１の接触面３３２ａの誘導領域３３
４ａに位置合わせされ、対応する第２の端部３７２ａ及び傾斜領域３３６ａに時計回りで
回転的に「先行」する。同様に、第２の保持部材３１２ｂの第１の端部３７０ｂは、第２
の接触面３３２ｂの誘導領域３３４ｂに位置合わせされ、対応する第２の端部３７２ｂ及
び傾斜領域３３６ｂに時計回りで回転的に「先行」する。更に図１５Ｂは、いくつかの実
施形態において、各保持部材３１２ａ、３１２ｂのタブ３８２ａ、３８２ｂの位置合わせ
面３９２（図１５Ｂには番号はない）は、長手方向軸Ａに対して垂直の面内で湾曲され得
る（例えば凸状曲線）ことを反映している。
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【０１３２】
　図１５Ａ～図１５Ｄでは、第１の接続形態２５２が２つの保持部材３１２ａ、３１２ｂ
を含むように図示されるが、他の実施形態において、１つ又は３つ以上（接触面３３２ａ
、３３２ｂと同じ数）の保持部材が設けられる。保持部材３１２ａ、３１２ｂは、いくつ
かの実施形態において、流れ口２７４の周りで任意に等間隔とされる。それとは関係なく
、下記で明確にされる理由により、開口ゾーンが周方向に隣接する保持部材３１２ａ、３
１２ｂの間で画定される。
【０１３３】
　いくつかの実施形態において、蓋２６０（したがって第１の接続形態２５２）は、プラ
スチック射出成形された構成部品である。この状態で、１つ以上のアンダーカット３３０
ａ、３３０ｂが、従来の射出成形システムで容易に生成され、１つ以上のアンダーカット
３３０ａ、３３０ｂを工具のスライド経路又はスライド方向に沿って位置決められ、又は
工具のスライド経路又はスライド方向に位置合わせされ、例えば保持部材３１２ａ、３１
２ｂのうちの対応する１つから周方向にオフセット（例えば９０°）される。参照として
、図１５Ａの非限定の例では、２つの保持部材３１２ａ、３１２ｂが射出成形工具の見切
り線（図１５Ａの３９６で示す）に設けられ、形成される。いくつかの実施形態において
、アンダーカット３３０ａ、３３０ｂは見切り線３９６に対して９０°であってよく、工
具のスライドに位置合わせされる。したがって、１つ以上のアンダーカット３３０ａ、３
３０ｂ（及び本開示の接続形態に関連付けられた他の特徴部）は、射出形成を用いて非常
に実用的であり、従来の射出成形工具形態に複雑で重要な変更を必要としない（さもなけ
れば、１つ以上の保持部材３１２ａ、３１２ｂを含む蓋を射出成形するために設計される
）。他の製造技術及び材料も許容され、本開示の蓋（及び対応する接続形態）は、プラス
チック射出成形に限定されない。
【０１３４】
　図１４に戻ると、アダプタ２６２は、上述のアダプタ１８０（図７）と類似してよく、
一般に第２の接続形態２５４及び管状部材４００を含む。管状部材４００は、管状部材１
９０（図７）に対して上述の任意の特徴部を含むことができる。第２の接続形態２５４は
、ベース４１０及び１つ以上のロック構造（図１４の非限定例で図示したロック構造４１
２ａ、４１２ｂなど）を含む。一般的に、ベース４１０は、蓋のコネクタ構造３２０と相
補的に接続するように構成されたコネクタ構造４２０（おおまかに示される）を形成する
。１つ以上のロック構造４１２ａ、４１２ｂは、下記に説明するように、１つ以上の保持
部材３１２ａ、３１２ｂの対応するロック構造と選択的に接続するように構成される。
【０１３５】
　アダプタ２６２が、図１９Ａ～図１９Ｄでより詳細に示される。ベース４１０は、リン
グ４２２及びフランジ４２４を含む。図１９Ｄに最もよく示されるように、リング４２２
及びフランジ４２４は、チャンバ４２６を画定するよう組み合わされる。チャンバ４２６
は、管状部材４００の通路に開口し、蓋２６０（図１４）の流れ口２７４（図１５Ａ）を
受け入れるように構成される。フランジ４２４はリング４２２から（アダプタ２６２の中
心軸Ｘに対して）長手方向に突出し、管状部材４００の反対側のコネクタ構造４２０で終
端するか、又は画定する。更に、フランジ４２４は、リング４２２から径方向に延びて、
周縁部４２８（おおまかに示される）を画定する。周縁部４２８は、以下でより詳細に説
明するように、１つ以上のロック構造４１２ａ、４１２ｂを生成する複雑な形状（図１９
Ｃの底面図に最もよく反映されている）を有することができる。
【０１３６】
　コネクタ構造４２０の外形特徴部は、第１の接続形態２５２（図１４）のコネクタ構造
３２０（図１４）に関する上述の外形特徴部と同等である。例えば、少なくとも１つのト
ラッピング領域又はアンダーカット（図１９Ａ～図１９Ｄに非限定で図示される第１及び
第２のトラッピング領域又はアンダーカット４３０ａ、４３０ｂなど）が、コネクタ構造
４２０に沿って形成され、少なくとも１つの接触面又は支え面（図１９Ａ～図１９Ｄに非
限定で図示される第１及び第２の接触面又は支え面４３２ａ、４３２ｂなど）が、アンダ
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ーカット４３０ａ、４３０ｂの間に形成される、又は画定される。１つ以上の接触面４３
２ａ、４３２ｂの形状は、上述の１つ以上の第１の接続形態の接触面３３２ａ、３３２ｂ
に対応し、接触面４３２ａ、４３２ｂのうちの少なくとも１つは、誘導領域４３４ａ、４
３４ｂ、及び傾斜部４３６ａ、４３６ｂを含む、又は画定する。（２つ設けられる場合の
）アンダーカッ４３０ａ、４３０ｂの周方向位置及び形状は、上述のように第１の接続形
態のアンダーカット３３０ａ、３３０ｂ（図１５Ａ）に対応する。アンダーカット４３０
ａ、４３０ｂのうちの少なくとも一方、任意で両方の形状は、第１の接触面４３２ａと第
２の接触面４３２ｂとの間の移行部において、指部又は保持特徴部４４０ａ、４４０ｂを
確立する。例えば、図１９Ｄに示すように、第２のアンダーカット４３０ｂで画定された
指部４４０ｂは、第２の接触面４３２ｂの先端部４４２と、第１の接触面４３２ａの終端
部４４４との間に延びる。指部４４０ｂの主面は、誘導部４３４ｂの主面及び傾斜部４３
６ａの主面に対して非平行であり、指部４４０ｂは、第１の接触面の誘導部４３４ａの上
で外側に突出する。図１６を更に参照すると、傾斜部４３６ａの主面に対する指部４４０
ｂの角度方向は、傾斜領域３３６ｂに対する肩部３４０ａの角度方向に対応する。上述の
ように、指部４４０ｂは軸方向保持面及び停止面を画定することができる。
【０１３７】
　図１９Ａ～図１９Ｄに戻ると、第２の接続形態２５４は、２つのアンダーカット４３０
ａ、４３０ｂ（及び２つの接触面４３２ａ、４３２ｂ）を含んでいるように示されている
が、他の実施形態において、第１の接続形態２５２（図１４）のアンダーカット構造に対
応する、１つ又は３つ以上のアンダーカット（及び対応する数の接触面）が形成され得る
。更に、ベース４１０及びコネクタ構造４２０は、本質的に円形であるものとして示され
ているが、第１の接続形態２５２の形状に対応する他の形状も許容される。
【０１３８】
　図１９Ｃを特に参照すると、上述のように、フランジ４２４の周縁部４２８の形状又は
外形は、１つ以上のロック構造４１２ａ、４１２ｂ、並びに、ロック構造４１２ａ、４１
２ｂが、対応する蓋の保持部材３１２ａ、３１２ｂ（図１４）のうちの１つと連結及び連
結解除するのを促進する、他の特徴部を生成する。ロック構造４１２ａ、４１２ｂは、い
くつかの実施形態では同一のものであってよく、そのため第１のロック構造４１２ａの以
下の説明は、第２のロック構造４１２ｂに同様に適用される。第１のロック構造４１２ａ
は、フランジ４２４の、径方向外側の突出物（中心軸Ｘに対して）を表す。中心軸Ｘを中
心としたフランジ４２４の形状によって画定された周方向又は回転方向に対して、第１の
ロック構造４１２ａは、第１及び第２のアンダーカット４３０ａ、４３０ｂから９０°オ
フセットされる。第１のロック構造４１２ａは当接面５００で終端し、若しくは当接面５
００は周縁部４２８の最大径（中心軸Ｘに対する）を画定する。当接面５００は組み合わ
さって、フランジ４２４の最大外径ＯＤを画定する。
【０１３９】
　アダプタ２６２を蓋２６０（図１４）に対して、及び／又はその逆に回転させることで
、当接面５００を、保持部材３１２ａ、３１２ｂのうちの１つと係合させる挿入を容易に
するために、追加の外形特徴部を、周縁部４２８の第１のロック構造４１２ａ（及び第２
のロック構造４１２ｂ）から（図１９Ｃの底面図に対して）反時計回りの「上流」に組み
込むことができる。例えば、第１のロック構造４１２ａの先端側５０２ａは、当接面５０
０から径方向内側にテーパーが付く。平坦部５０４ａは、当接面５００の反対側の先端側
５０２ａから反時計周りに延びる。挿入凹部５０６ａは、周縁部４２８に凹状曲線を、（
図１９Ｃの反時計回りに対して）平坦部５０４ａに「先行」して形成され、保持部材３１
２ａ、３１２ｂのうちの１つのタブ３８２ａ、３８２ｂ（図１５Ａ）を摺動可能に受け入
れるよう、サイズ及び形状が決められる。明瞭にするため、図１９Ｃはアダプタ２６２の
底面図であり、上記の説明における回転の術語は、アダプタ２６２を上面図から考慮する
ときは逆になる（例えばアダプタ２６２の上面図（それ以外では蓋２６０の前の説明と同
じ）に対して、挿入凹部５０６ａ及び平坦部５０４ａは、時計回りでロック構造４１２ａ
に「先行」する）。先端側５０２ｂ、平坦部５０４ｂ、及び挿入凹部５０６ｂは、同様に
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第２のロック構造４１２ｂと関連付けられる。フランジ４２４は、周縁部４２８に沿って
、１つ以上の追加の外形特徴部を任意で含むことができる（例えば補助的な突出部５２０
及び補助的な凹部５２２が図１９Ｃに示されるが、他の実施形態では省略できる）。最後
に、図１９Ｂに示すように、少なくともロック構造４１２ａ、４１２ｂにおけるフランジ
４２４の厚さ（又は高さ）Ｔは、以下で明確にされる理由により、対応する誘導領域３３
４ａ、３３４ｂ（図１７Ｃ）に沿った保持部材３１２ａ、３１２ｂの各々の長手方向空間
Ｌ（図１７Ｃ）よりも、僅かに小さい。
【０１４０】
　図２０を参照すると、蓋２６０とアダプタ２６２との連結は、前の説明と同じである。
まず、アダプタ２６２を流れ口２７４に位置合わせする。このとき、図２０によって反映
されるように、蓋２６０とアダプタ２６２とは互いに相対的に、回転的に配置され、それ
によって挿入凹部５０６ａ、５０６ｂの各々は、保持部材のタブ３８２ａ、３８２ｂのう
ちの対応する１つと位置合わせされる。
【０１４１】
　次に、蓋２６０及びアダプタ２６２は互いに向けて方向付けられて、保持部材のタブ３
８２ａ、３８２ｂは、図２１Ａ及び図２１Ｂに反映されるように、挿入凹部５０６ａ、５
０６ｂのうちの対応する１つの中に摺動可能に受け入れられる。この初期の挿入操作によ
り、アダプタ２６２のコネクタ構造４２０が、蓋２６０のコネクタ構造３２０と接触する
。流れ口２７４（図２１Ａ及び図２１Ｂでは隠されている）は、アダプタ２６２のベース
４１０内に入れられ、蓋２６０の長手方向軸Ａはアダプタ２６２の中心軸Ｘに位置合わせ
される。保持部材のタブ３８２ａ、３８２ｂを挿入凹部５０６ａ、５０６ｂ内に置くこと
によって規定される回転的配置のため、アダプタのコネクタ構造４２０は最初、蓋のコネ
クタ構造３２０とかみ合わない。例えば図２１Ａは、第１の指部４４０ａが第１の肩部３
４０ａから回転的にオフセットされ、第１の接触面３３２ａの傾斜領域３３６ａに載って
いる、又は接触しているところを図示する。図面内で直接視認することはできないが、同
様の関係が、第２の指部４４０ｂと第２の接触面３３２ｂとの間に確立される。あるいは
図２１Ａ及び図２１Ｂの初期の組立状態において、アダプタのアンダーカット４３０ａ、
４３０ｂ（その内の１つが図２１Ａで視認できる）及び指部４４０ａ、４４０ｂは、蓋の
アンダーカット３３０ａ、３３０ｂの垂直方向で「上」にある。
【０１４２】
　次に、アダプタ２６２は、少なくとも僅かな圧縮力（例えば重量や、使用者が加える力
など）を維持して、蓋２６０に対して回転され（及び／又はその逆）、ロック構造４１２
ａ、４１２ｂの各々を、保持部材３１２ａ、３１２ｂのうちの対応する１つに向けて方向
付け、かつアダプタの指部４４０ａ、４４０ｂ（その内１つは図２２Ａで視認できる）の
各々を、蓋のアンダーカット３３０ａ、３３０ｂのうちの対応する１つに向けて方向付け
る。例えば、図２２Ａに示される第２の接触面３３２ｂ及び第２の接触面４３２ｂを参照
すると、アダプタ２６２は、図２１Ａ及び図２１Ｂの初期の組立状態から（時計回りに）
回転されて、それによって指部４４０ａは蓋の第１のアンダーカット３３０ａに接近する
（その後その中に入る）。アダプタの傾斜部４３６ｂと蓋の傾斜領域３３６ｂとの間のス
ライド境界面（及び対応する螺旋のような形状）のため、アダプタ２６２が回転されると
、アダプタ２６２は蓋２６９に対して垂直方向に落ちるか又は下がり、それによって指部
４４０ａは蓋の第１のアンダーカット３３０ａに近づき、指部４４０ａは蓋の肩部３４０
ａと位置合わせされる。フランジ４２４と保持部材のタブ３８２ａ、３８２ｂとの間の境
界面、特に対応するガイド面３９０（図１７Ｃ）との間の境界面は、アダプタの傾斜部４
３６ａ、４３６ｂが、蓋２６０及びアダプタ２６２の相対的な回転によって、対応する蓋
の傾斜領域３３６ａ、３３６ｂに沿って追従することを保証する。構成部品２６０、２６
２の相対的な回転は、第１のロック構造４１２ａの先端側５０２ａを、第１の保持部材３
１２ａの第１の端部３７０ａに向けて方向付け、かつ第２のロック構造４１２ｂの先端側
５０２ｂを、第２の保持部材３１２ｂの第１の端部３７０ｂに向けて方向付ける。
【０１４３】
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　蓋２６０に対するアダプタ２６２の回転（及び／又はその逆）を継続すると、ロック構
造４１２ａ、４１２ｂの各々は、対応する保持部材３１２ａ、３１２ｂの捕捉領域３８６
ａ、３８６ｂ（図２２Ａ及び図２２Ｂでは隠れているが、例えば図１７Ｂでは示される）
に入り、ロック構造４１２ａ、４１２ｂの各々の当接面５００は、対応する保持部材３１
２ａ、３１２ｂの係合面３８８（図１７Ｃ）に対して摩擦によって、かつ機械的にロック
される。例えば、図２３Ａ及び図２３Ｂは、蓋２６０及びアダプタ２６２のロック状態を
おおまかに図示する。参照として、ロック構造４１２ａ、４１２ｂによって共同で画定さ
れる最大外径ＯＤ（図１９Ｃ）は、保持部材３１２ａ、３１２ｂによって共同で画定され
る捕捉径Ｄ（図１６Ｃ）よりも大きい。したがって、ロック構造４１２ａ、４１２ｂが、
対応する保持部材３１２ａ、３１２ｂと係合するよう方向付けられると、保持部材３１２
ａ、３１２ｂは径方向外側に僅かに偏向して、ロック構造４１２ａ、４１２ｂを確実に保
持する。更に、図１７Ｃ及び図１９Ｂを相互参照すると最も理解されるように、ロック構
造４１２ａ、４１２ｂの厚さＴは、保持部材３１２ａ、３１２ｂの長手方向間隔Ｌよりも
僅かに小さく、それによって各ロック構造４１２ａ、４１２ｂは、蓋２６０とアダプタ２
６２の相対的な回転によって、対応する保持部材の捕捉領域３８６ａ、３８６ｂに容易に
入る。更に、図２２Ａ及び図２２Ｂに戻ると、蓋のコネクタ構造３２０（図１４）は、対
応するアンダーカット３３０ａ、３３０ｂ、４３０ａ、４３０ｂにおいて、アダプタのコ
ネクタ構造４２０（図１４）と係合する（アンダーカット３３０ａ、３３０ｂ、４３０ａ
、４３０ｂは、図２３Ａ及び図２３Ｂでは概ね隠されていることを理解されたい）。例え
ば、アダプタの第１の指部４４０ａは蓋の第１のアンダーカット３３０ａ内に入り、蓋の
第１の肩部３４０ａはアダプタの第１のアンダーカット４３０ａ内に入り、アダプタの第
１の指部４４０ａは蓋の第１の肩部３４０ａに載る。視認できないが、蓋の第２のアンダ
ーカット３３０ｂとアダプタの第２のアンダーカット４３０ｂとの間の境界面にも、同様
の関係がある。
【０１４４】
　より一般的には、図２０を更に参照すると、蓋２６０はアダプタ２６２上で回転され（
及び／又はその逆）、蓋の傾斜領域３３６ａ、３３６ｂと、対応するアダプタの傾斜部４
３６ａ、４３６ｂとの間の境界面は、蓋のアンダーカット３３０ａ、３３０ｂを、対応す
る嵌合したアダプタのアンダーカット４３０ａ、４３０ｂに（及びその逆に）導く。回転
軸に垂直な面に対する肩部３４０ａ、３４０ｂの下方への角度方向（回転方向）のため、
指部４４０ａ、４４０ｂが対応する肩部３４０ａ、３４０ｂに沿って漸次的に進むと、ア
ダプタ２６２が蓋２６０上に向かって（図２３Ａの向きに対して）下方に引っ張られるか
、又は引き寄せられることが強制され、構成部品間の液体密シールを促進する。アンダー
カット３３０ａ、３３０ｂ、４３０ａ、４３０ｂは、蓋２６０に対するアダプタ２６２の
回転運動（及び／又はその逆）に対する端部の停止部として作用する。
【０１４５】
　蓋のアンダーカット３３０ａ、３３０ｂのうちの対応する１つと、アダプタのアンダー
カット４３０ａ、４３０ｂのうちの対応する１つとの間の係合は、そうでなければロック
構造４１２ａ、４１２ｂと対応する保持部材３１２ａ、３１２ｂとの間のロック接続によ
ってもたらされるように、アダプタ２６２の蓋２６０に対する保持を強化する。更に、蓋
のコネクタ構造３２０とアダプタのコネクタ構造４２０との間の境界面は、長手方向軸Ｌ
に対して垂直の軸における、アダプタ２６２上の蓋２６０（及びその逆）の安定性をもた
らす。いくつかの実施形態において、コネクタ構造３２０、４２０の傾斜する外形は、軸
方向回転を介して蓋２６０をアダプタ２６２から連結解除するのを容易にする。これに関
して、いくつかの実施形態において、ロック状態の蓋２６０とアダプタ２６２との間の液
体密シールを促進する、シール機能を設け得ることが想起される。液体密シールは破断し
にくくすることができる。しかし、ロック状態からアダプタ２６２が蓋２６０に対して回
転すると（及び／又はその逆）、アダプタ２６２は持ち上げられてシール機能を解除し、
アダプタ２６２を蓋２６０から取り外すのを補助する。
【０１４６】
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　上記の説明では、相互的な第２の接続形態２５４（図１４）をアダプタ２６２の一部と
して設けているが、他の構成も許容される。例えば、第２の接続形態２５４が、スプレー
ガンの一体部品として恒久的に組み付けられているか、又は設けられている（例えば上述
の第２の接続形態２５４が、スプレーガン３０（図１）の入口ポート４８（図１）として
設けられるか、又は入口ポート４８に設けられ得る）。
【０１４７】
　本開示に記載の相補的接続形態のいずれかは、対応する蓋の残部と一体に形成すること
ができる。代替的に、これらの構成部品は、最初に分離したモジュール式部品として、又
は接続外形を含む組立体として形成されてよく、蓋の残部との接続を可能にする。例えば
、モジュール式蓋組立体６００が図２４に示され、モジュール式液体出口６０２及びモジ
ュール式蓋ベース６０４を含む。モジュール式構成部品６０２、６０４は、別個に形成さ
れた後、組み付けられる。一般的に、モジュール式液体出口６０２は、ステージ６１０、
液体出口６１２、及び接続形態６１４（おおまかに示される）の構成部品を含む。ステー
ジ６１０は、下記で説明するモジュール式蓋ベース６０４の対応する特徴部に従ってサイ
ズ及び形状が決められ、液体出口６１２及び接続形態６１４を支持する。液体出口６１２
及び接続形態６１４は、上述の任意の形態を取ることができ、図２４の非限定例では、上
述のように第１の接続形態５６（図４Ａ）であってよい。本明細書で説明した任意の他の
接続形態が、代替的にモジュール式液体出口６０２に組み込まれてもよい。
【０１４８】
　モジュール式蓋ベース６０４は一般に、壁６２０及び壁６２０から突出するリム６２２
を含む。壁６２０は中央開口部６２４を形成し、ステージ６１０のサイズ及び形状に応じ
て、サイズ及び形状が決められる。中央開口部６２４は様々な形状及びサイズをとること
ができるが、一般に、開口部６２４の外径が液体出口６１２の内径よりも大きく、かつス
テージ６１０の外径よりも小さくなるように構成される。
【０１４９】
　モジュール式蓋組立体６００の組み付けは、ステージ６１０を壁６２０に固定すること
を含み、中央開口部６２４は液体出口６１２に対して開口している。モジュール式液体出
口６０２は、いくつかの実施形態において、溶接及び／又は接着剤などを介して、モジュ
ール式蓋ベース６０４に固定される。いくつかの実施形態において、接着継手及び／又は
溶接継手は、モジュール式液体出口６０２をモジュール式蓋ベース６０４に組み付ける際
に、液体密シールを保持し、かつ作り出す両方の働きをする。１／４回転ロック、メカニ
カルロック機構の提供、ねじ切り、スナップ嵌め、その他のメカニカルファスナー（例え
ば、ねじ、リベット、及び／又は冷間成形／熱間成形され、構成部品を所定の位置に支持
／保持するために平らに潰されて適切な漏洩防止シールをもたらす、成形されたポスト）
などの他の取り付け技術もまた許容される。
【０１５０】
　モジュール式液体出口６０２及びモジュール式蓋ベース６０４を使用して、蓋６００を
構築することにより、例えば射出成形を使用して可能である場合よりも、複雑な外形を作
り出すことが可能であるという利点をもたらすことができる。例えば、所与の蓋６００で
は、金型分割線の位置、及び特定の特徴部を形成するために必要なスライドの必要軌跡の
ため、射出成形する部品に特定の外形を形成することが不可能なことがある。しかし、蓋
６００がモジュール式構成部品に分割される場合には、一体型の蓋では接近できなかった
各モジュール式構成部品の表面に直接接近するように、工具を設計することができる。こ
れにより、更に複雑な外形を実現できる。他の実施形態において、特定の最終用途のため
にカラーコード化された、２つ以上の異なる形態のモジュール式蓋出口を含むモジュール
式キットが提供され得る。
【０１５１】
　モジュール式蓋の構成部品６０２、６０４は、用途に望ましいように異なる材料で構成
されてもよい。例えば、モジュール式液体出口６０２は（スプレーガンとの確実で耐久性
のある接続に必要な強度及び公差のために）エンジニアリングプラスチックを使用するこ
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ができる。
【０１５２】
　他の実施形態において、上記のように設けられたモジュール式液体出口６０２は、代替
的に塗料供給ラインの端部又はポーチなどに取り付けられるか、又は予め組み付けられ、
次にスプレーガンの塗料入口ポートに接続されてもよい。これにより、モジュール式蓋ベ
ース５０４（又は他の収容容器構成部品）を必要とせずに、直接スプレーガンに塗料を供
給することができる。
【０１５３】
　本開示のスプレーガン収容容器接続システムは、従前の設計に対して顕著な改善を実現
する。様々な接続形態を、蓋によって形成される液体出口（若しくは流れ口）の外側、又
は離して位置を決めることによって、従来の設計に比べて、流れ口の内径を大きくするこ
とができる。そしてこれは、流れ口を通る流量を改善し得る。更に本開示のコネクタシス
テムは、従来の設計に比べて、スプレーガンに対する収容容器の重心を低くする。また、
より安定かつ堅固な接続が提供され、スプレー作業中におけるスプレーガンに対する収容
容器の「ぐらつき」を最小限に抑える。
【０１５４】
　好ましい実施形態を参照しながら本開示を説明してきたが、本開示の趣旨及び範囲から
逸脱しない範囲で、形態及び細部の変更を行えることは、当業者であれば理解できるであ
ろう。

【図１】 【図２】
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